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議 事 日 程 

平成２４年６月１２日（火）午前９時３０分開議 

日程第 １ 一般質問 
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開議 午前９時３２分 

 

○副議長（小寺正人君） 

  ただいまの出席議員は１３名であります。 

  定足数に達しておりますので、これより

本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りでございます。 

  日程第１「一般質問」を行います。 

  順次発言を許します。 

  質問者は質問者席に登壇して、質問を行

ってください。 

  無所属の会の一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて８

０分といたします。 

  秋元美智子議員を指名いたします。 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  おはようございます。 

  無所属の会の秋元美智子でございます。 

  梅雨に入りまして、これからますます

山々の緑が深くなっていくことかと思いま

す。と同時に大雨の被害を心配する時期に

も入ってきました。お互い何かと健康を崩

しやすい時期でありますので、日々の暮ら

しに重々留意していきたいと思います。 

  では、一般質問に入らせていただきます。 

  まず最初に、財政再建についてを質問項

目に上げさせていただいております。 

  現在の自治体は、どこも財政難に直面し

ております。これを乗り切っていくには、

財政が豊かだったバブル時代に人口増加を

見込んで取り組んできた施設や行政サービ

スをどのように縮小しながら、一方でこれ

からの少子高齢化へ向けて新たなサービス

をどのようにつくり出していくか、非常に

難しいかじ取りにかかっております。池田

町長は財政再建を掲げ、特にこの２年間は

２５項目にわたる財政再建計画を打ち出し、

東地区の幼保一元化、西地区の幼稚園統合、

吉川公民館の地元移管、また巡回バスの全

面見直しなど新たなまちづくりへと取り組

んでこられました。平成２２年度、一昨年

前ですけども、２５項目がスタートいたし

まして、昨年の２月、どのような効果があ

ったかの中間報告を議会のほうにもいただ

いておりますけども、それからまた１年た

っております。現在この２年間の財政再建

の効果がどのようになっているのか、まず

お尋ねいたします。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  財政再建の今現在の状況でございますけ

れども、平成２２年の３月に、今までの従

来のお金の使い方をしておれば平成２５年

には財政健全化団体あるいは平成２６年度

には財政再生団体になるということで、先

ほどもありましたけれども２５項目の財政

再建計画というのを上げまして、約５年間

で２５億円の節約というようなことで計画

を上げて実施をしてきたわけでございます

けれども、ことしの３月に議会に報告をさ

せていただき、それを４月の広報で皆さん

方にお知らせをしたところでございますけ

れども、その後、昨日、平成２３年度の３

月３１日の専決を認めていただいた時点で

は、基金の残高が２１億2,６００万円だっ

たのが、今回の補正によりまして今現在で

は２４億2,９００万円程度になるのではな

いかというふうに思っております。３月に

出しました推計よりも約３億円ほどふえた

というような状況でございます。また財政

の推計によりますと平成２６年度の表に当

てはまりますと、約２０億4,０００万円ぐ

らいの基金残高が残ってくるのではないか

というふうに今のところは見込んでいると
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ころでございます。 

  以上です。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  基金の残高ですとか、ふえていることは

何よりなんですけれども、もう１点、私が

お尋ねしたいのは、この５年間で２５億円

の削減というふうなことを目指してスター

トしてますね、２５項目は。それに対して

はどのような効果があったのかお尋ねいた

します。 

  昨年はその効果額は、目標効果額２５億

円との差３億4,３００万円だったと思うん

です。もし私のこの資料が違っているよう

でしたら、またちょっと考え直して質問さ

せていただきますけども、目標の２５億円

に対してどのぐらいまで近づいてきている

のかお尋ねしているんですが。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  ３月に皆さん方に御報告をさせていただ

いて、金額では２５億円の削減計画をして

おりまして、４月現在では２５項目の削減

あるいは事務事業の見直しによりまして２

３億6,４００万円の削減ということで、一

応計画には１億3,６００万円今現在まだ届

かないというような状況でございますけれ

ども、これにつきましてはまた今後事務事

業の見直し等を行いまして２５億円に近づ

けていきたいというふうに考えております

ので、よろしくお願いいたします。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  ありがとうございます。 

  今お聞きいたしまして、非常にやっぱり

行政としては一生懸命取り組んで、やっぱ

りその効果額に対してはある程度目標にか

なり近づいてきているなという印象を持ち

ました。ただこれはなかなか住民に伝わっ

てない部分がありますので、財政再建２５

項目の中には吉川公民館のように、地元の

住民にいろいろな協力をお願いしたりです

とか、それから幼稚園にしても保育所にし

ても、やはり住民の協力とかそういったこ

とがなくては進まなかった事業というのは

あると思うんですね。ですからやはりそう

いうことも含めまして、やはりこの先いろ

いろな形で財政再建やっていくためには住

民の協力が必要だということと、その住民

の協力をいただいてどのように進んできた

かということは、やはりその都度どんどん

広報の中でわかりやすく伝えていっていた

だきたいと思いますけれども、これはまず

お願いとして置いておきます。 

  一番やっぱり財政再建で、行政も私たち

も住民もそうですけど、一番気になってい

るのはやっぱり町税ですね。２０年前の平

成４年度では３４億円の町民税が入ってき

ましたけども、その後５年後には２８億円

に減り、それから平成２２年度は２４億円

まで下がって、この当初予算では２０億円

と、この２０年間で１４億円という大きな

町民税の、入ってくるお金に大きな差が出

てきているわけです。私たちのまちという

のは大規模開発ですから、これから高齢化

がどんどん進んでいくわけですね。そうい

った意味からも、やはり本当に真剣に住民

ともども考えていかなくてはいけない時期

になっていますので、財政再建２５項目は

どんどん進めていってほしいと思いますけ

れども、この先、池田町長にお尋ねいたし

ますけれども、現状２５項目のほかにまだ

やはり財政再建、１０年先を見た豊能町を

考えた場合に、まだ私は打ち出す必要があ
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ると思いますけど、そのあたりお考えはい

かがでしょうか。 

（福岡議長着席） 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  皆さんおはようございます。 

  秋元議員の質問にお答えをさせていただ

きたいと思います。 

  今、総務部長が申し上げましたとおりに、

私、平成２０年に就任をさせていただいて

以来、財政再建一直線ということで今日ま

でまいりました。その枠の中で２５項目以

外、いろいろな流れの中で住民の皆さんと

ともに痛み分けをしてきたというふうに思

っております。しかし今の現状を把握して

満足しているという状況ではございません。

こういう問題につきましては常に日々の業

務でございまして、毎日が節約の時代に入

ってきておると、大阪市長もかなり、文化

協会、いろいろな形の中で節約をしてきて

いるということでございますけれども、住

民の皆さんとともに痛み分けをしていかな

くてはならない部分もございます。しかし

行政としてこれから先の枠組みどうあるべ

きかということを考えていかなくてはなら

ない時期に来ているんではないかなという

ふうに私は自覚しております。そのために

はやはり今、行政が持ちこたえていると申

し上げましたら問題が、語弊あるかもわか

りませんけれども、いろいろな形の、２元

で東西が分かれておりました。その分かれ

てた中でそれぞれの首長が東・西という形

の中で、いろいろな事業を展開してこられ

ました。しかしこれから先は、やはり私は

一元化をしていかなくてはならないのでは

ないかなという思いでございます。何分、

二元化になりますと人件費の問題、いろい

ろな経費の問題等々がかさんでまいります。

これにつきましては私といたしましてそう

いう形の中で取り組んでいきたいというふ

うに思っておりますので、どうか一つ皆さ

ん方にも御理解のほどよろしくお願いした

いと思います。 

  以上です。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  ここ２０年近く、この町のいろいろな議

会議員として携わらせていただきましたけ

ども、実際本当に２０年前の状況とこの２

０年間の差は、もう肌身にしみて大きいも

のがあります。やはりこれからどうつくっ

ていくかというのは大変な大きなかじ取り

となっていくと思います。財政再建２５項

目、これはぜひともやり遂げていただきた

いことですし、また新たな一元化というの

も、もうこれも前からいろいろと大きな課

題になってきておりますので、池田町長の

お考えですね、また折あったら詳しく聞か

せていただきたいと思いますけれども、ま

ず時間も関係もありますし、次の豊悠プラ

ザの機能も、これも財政再建にかかること

ですので、まず別な機会に詳しくお話を聞

かせていただくということで、この問題は

終わらせていただきます。 

  豊悠プラザの機能の移転につきまして質

問項目上げさせていただいてます。 

  私のは、旧吉川幼稚園の移転に向けて議

会から付帯決議が出ているが、今後耐震化

されるのか、それとも他の施設あるいは新

規建設を考えているのかと、こういう質問

を出させていただきましたらば、昨日、保

健センター周辺の既存施設を活用する、つ

まり議会の付帯決議を、要するに旧吉川幼

稚園の耐震化を進めてほしいという付帯決

議を尊重して、行政としては旧吉川幼稚園



 

 2－6 

は活用しませんという上で、保健センター

周辺の既存施設を利用するとの御返事を、

方針をきのう聞かせていただきました。こ

の場合、きょうのこの質問控えて御親切に

とお礼を言っていいのかどうか、ちょっと

私自身悩むところではございますけれども、

要はそういうことでありますので、まず質

問させていただきます。議会の付帯決議を

尊重して旧吉川幼稚園の耐震化を図る方法

もあったと思うんですね。ですけども今回

の、既存の周りの施設を利用するとなると

プレハブですとか、やはりそれはそれなり

の経費のかかってくることでございます。

今回耐震化よりプレハブを建てたり、そう

いったほうが、目先の財政としてはどのよ

うような差があったのかお尋ねいたします。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えいたします。 

  耐震化をするのと、今計画をしておりま

すプレハブ等の建築では、効果額がどのぐ

らい差があるんだという質問でございます

が、耐震化の費用は積算はしておらないん

ですが、双葉保育所等の耐震化の費用につ

きましては6,０００万円弱かかっておると

いうふうに記憶しております。今回プレハ

ブ等の建築をするわけでございますが、そ

れよりは少ない、具体的にはちょっと今、

まだこれから設計委託等をかけていきます

ので、金額的には言えないんですけど、そ

れよりは低い額で済むということでござい

ます。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  もし耐震化に入ったとしても、やはりタ

イムリミットは決まってるわけですから、

豊悠プラザは出ていかなくちゃいけない。

ですから私はやっぱりプレハブは必要だっ

たと思うんですよ、耐震化工事をやったと

しても。今回やらないと決めた上でプレハ

ブですから、私はこの方向というのは、そ

れもある面納得するところがあるんですね。

ただこの５月に、どちらに、耐震化する・

しないにしても、この５月のほうに町は早

速各種ボランティア団体のほうにこの意見

の説明会を開いてくださいました。その席

上でも行政のほうははっきりと、やはり議

会の付帯決議を尊重して、自分たちとして

は保健センターの周辺の施設の活用を考え

ているということ、その場でもおっしゃっ

てましたので、前もってそのお考えを聞か

せていただいてましたけども、その場でや

はり各種ボランティア団体は非常に戸惑い

の声を上げました。１点、その後私なりに

幾つかのボランティア団体のほうに改めて

声を聞かせていただきました。その聞かせ

ていただいた範囲内のことなんですけども、

保健センターの周辺に豊悠プラザの機能を

移転・移動することに関しては、活動しや

すい場所であり今後の活発化へ向けて住民

の皆さんは非常に期待する声が高く、反対

する方はいらっしゃいませんでした。私の

聞いた範囲内ですよ。私も非常にこれはい

いと思っています。ただそれより気にされ

ていたのは、一時的であれこれまでの活

動・会合の場を失うんではないかというこ

とと、また設備の面から従来の活動が続け

られないのではないかということでした。

これはどちらにしても不安の強いことです

ので、余談ですけど、中にはこのまま耐震

化してくださらなくても結構という声もあ

ったぐらいですから、それは余談ですけれ

ども。 

  その活動団体のことで、次の質問に上げ
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させていただいてますけども、ボランティ

ア団体の中には、例えば録音のように他の

音が入ってはいけない、目の不自由な方に

向けて録音されてるグループがあるわけで

す。それに対しては音が入ってはいけない。

そういうことに対してどうしますかとお尋

ねがありましたね、その場でも。そのとき

には考えますだけで終わってしまいました

ので、これに向けてどうされていくのか、

ちょっときのうの資料にはありませんでし

たのでお答え願いたい。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えをいたします。 

  御質問の件でございますが、視覚障害を

お持ちの方々に向けての録音等の件だと思

うんですが、新たに整備いたしますボラン

ティアルームとか吉川支所の２階会議室、

またユーベルホールのリハーサル室を今度

活用していく予定でございますので、そこ

が録音可能な場所として考えられると思っ

ております。ただ、今申し上げました３カ

所の現状の中で録音していただきたいと思

ってるんです。新たな防音設備をつくると

か、そういうふうなことはちょっと考えて

おりませんのでよろしくお願いいたしたい

と思います。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  ３カ所の中ではユーベルホールのリハー

サル室が一番ふさわしいと思うんですけど、

ここはかなり音はシャットアウトされるん

ですか。ちょっとお答え願います。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えいたします。 

  豊悠プラザのボランティアルームよりは

広くはなるんですが、音の遮断といいます

のは、それは十分遮断される場所でござい

ます。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  それから豊悠プラザの栄養指導室では、

毎月ひとり暮らしの方のためにお料理をつ

くって食事会を開いているグループがあり

ます。これは今回、当初の予定では保健セ

ンターの調理室ということを言ってました

けども、とてもではないけども無理です。

無理だからと言って何とかそこでボランテ

ィアというのも、やっぱりボランティアの

意識欠くと思うんですね。お願いなんです

けども、これ新しく今度豊悠プラザ民間導

入されますね。そこのところに、そこのグ

ループ、要するにそういう活動は使えない

かどうか、ぜひ交渉していただきたいんで

すけども、これは可能ですか。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えいたします。 

  今、旧の豊悠プラザにつきましては、新

しい法人等を募集しておるところでござい

まして、今の豊悠プラザの、今おっしゃい

ました栄養指導実習室ではないんですけど、

そういうとこは、もうそこを残すというよ

うな形ではなっておりませんので、私ども

としましては、今、保健センターの栄養指

導実習室がございますね。そこが今現状で

は栄養講座とか特定保健指導とか食生活の
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推進、食改ですね、その方々の御利用いた

だいてるんですが、今議員おっしゃいまし

たボランティアグループの方にも、保健セ

ンターの栄養指導実習室を御利用いただけ

たらなと考えておるところでございます。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  それは前からそういうお話、方針は聞い

てますけども、現状無理なんですね。無理

ですこれは。それでなぜ無理かというと、

まずボランティアの意識を欠いてきます。

ボランティアの意識、来ていただく方、お

料理する方、あの場ではやっぱり無理があ

ります。これは一遍、ぜひ行政の方もじか

に豊悠プラザの栄養指導実習室でどのよう

な活動をしているのか、一遍足を運んでい

ただいて、その上で再度御検討いただきた

いと思います。 

  気になりますのは、今、町としては住民、

自分たちでできることは自分たちでという、

要するに協働のまちづくりということで方

針を上げてます。そしてその協働のまちづ

くりに向けていろいろなボランティア団体

が、これからの高齢化に向けて何ができる

か活動し、そしてそれが充実してきている

ときです。そういう中で今、この移転の話

があるわけなんですけども、じゃあこの先、

この移転先、プレハブなり吉川支所なりそ

れからユーベルホールでのそういった、要

するに活動の場がそこに移るというので、

大体何年間ぐらいそういうことになってい

くのか。このままずっと豊能町そういうこ

とになっているのか。それとも新たに何か

の方法を今考えているのか。そういったと

ころまではおわかりになりますか。ともか

く目の前のこの移すということだけで、今

の段階になってるんでしょうか。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  田中副町長。 

○副町長（田中 守君） 

  今の議員の質問に対してお答えをいたし

ます。 

  豊悠プラザと保健センターの統合、プレ

ハブで行うということで政策決定をしてお

りますけども、今後につきましては幼稚園

を含めまして、現在の消防署の土地、支所、

公園等を含めまして整備をしていきたいと

考えております。これは今現在、４７７号

線の道路の右折レーンが必要になってくる

と思います。これについても土木のほうに

お願いをして右折レーンを設置していただ

くと、それに伴いまして、それをしますと

派出所の、また移転というような格好が出

てきます。そういうものを含めました中で、

あそこを総合的に整備をし直したいと、こ

れは先ほど財政再建のほうで秋元議員にお

答えをした町長のほうの施策の一元化とい

うような中を考えていきたいと、そういう

ものを含めた中で総合的にプレハブを改善

していきたい。ただこれは財政的な問題が

ございますので、今後十分検討した中で皆

様方にまたお諮りをして整備を検討してい

けたらと考えておりますので、よろしくお

願いをしたいと思います。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  何かすごいほっとするような御答弁だっ

たのでありがたいと思います。 

  私自身は今回、この自分が上げました、

今後耐震化されていくのか、吉川幼稚園で

すね。それとも他の施設あるいは新規建設

を考えているのかというときに、もしでき

るならば本当に豊能町の大きな西地区の拠
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点となる、そういった施設に取り組んでい

ただきたいなという思いがあって、ここに

新規建設って書いたんですが、まさか行政

から出されたその新規建設がプレハブとは

ちょっと思ってなかったのでショックだっ

たんですけども、今の御答弁いただきまし

て、やはりこれからに向けて、やはり東西

の一元化ももちろん大事ですし、それと支

所にしてもそういうとこにしても、結局は

耐震化されてないわけですね。ですから議

会の耐震化してほしいという付帯決議を本

当に受けとめていただいたんだなと私自身

は思いますし、また、今ボランティアをや

っている方々、今行政がそういう考えを持

って真剣に考えて、そしてあとわずか、目

先１年にしても２年にしてもそこまでのが

まんだとわかれば、やはりそれなりの、皆

さんいろいろな形で工夫してくださると思

いますので、ぜひこれは取り組んでいって

いただきたいなと思います。 

  こまごまと、今の移転につきましてはい

ろいろと問題がありますけども、それはそ

れでまたその都度行政の方にはお話なり交

渉をさせていただきたいと思いますのでお

願いいたします。 

  それと、この郷土資料館の移転について、

これはさきの３月議会でも質問させていた

だきました。そのときに、今後につきまし

ては現在の郷土資料館の傷みがひどいので

補修に耐えられないということで、双葉保

育所の移転を考えているが、双葉保育所も

また雨漏りがひどいと。要するにその対策

が済んでから意見を考えたいという、そう

いった答弁をいただきました。まずその後、

どのようにしてこの計画は現在進んでいる

のかお尋ねいたします。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  資料館の移転でございますけれども、双

葉保育所の跡地ということで、教育委員会

としても構想を練っておりましたが、一時、

あそこの利用についてはほかの団体がとい

うこともありましたので、それが今回なく

なったということで、現在資料館の移転に

向けて構想を練っているということでござ

いまして、できるだけ早い時期といいます

か、計画としては今年度の補正予算あたり

までには教育委員会として計画を練ってい

きたいという状況でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  ありがとうございます。 

  前回も触れさせていただきましたけど、

ただ郷土資料館の展示物を移動するだけじ

ゃなくて、やはり移るからには今度また、

そこを今度できるなら東地区の一つの拠点

にしてほしいという思いがありましたので、

どういうふうなお考えですかとしましたら、

そのときは民具の効果的な展示方法ですと

か、それから農家のイメージ、昭和のイメ

ージとか、それから子どもたちの体験学習

なども考えていきたいというふうな御答弁

いただいてます。そういった方向について

ももう役所内ではどうするか練られている

んでしょうか。お願いいたします。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  御案内のとおり、現在の資料館、大変施

設内が狭隘だということで、展示スペース

が限られております。今回の意見に当たっ

て、今考えておりますのは、現在も住民の
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皆さんから、貴重な資料についてぜひ見て

いただきたいとか、寄贈したいという声も

いただいておりますので、まずそういった

資料についての散逸や免出をできるだけ防

ぐための収集をきちんとしていきたいとい

うのが１点でございます。 

  それから２点目といたしましては、今議

員のお話にもありましたように、郷土愛を

はぐくむような施設にしたいということで、

かつての豊能町の生活の一場面を復元して、

そこに農機具や生活用品などを配置して展

示するようなスペースを設けるというよう

なこと。 

  それから３点目といたしましては、今、

資料をただずっとごらんいただくというだ

けになっておりますけれども、できるだけ

手にとっていただいて実際に動かしてみた

り、体験ができるような場面。それから学

校とも連携しながら、小学校においては特

に１・２年生は生活科、それから３・４年

生は社会科という授業がありまして、その

授業の中でまちを探検する、それから公共

施設に触れるというような授業が展開され

ておりますので、できるだけそういう施設

に行った際に、そこで学習ができるという、

そういうスペースですね。そういったこと

も考えながらいろいろな映像を使ったり、

あるいはレプリカを配置したりと、そうい

う構想を今、教育委員会の内部で練ってい

るという段階でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  ありがとうございます。 

  非常に先へ進んでくださってうれしいと

思います。 

  豊能町は歴代の郷土資料館の館長さんで

すとか、それから町内にも歴史に詳しい方、

それから郷土の専門家ですとかそういう方

いらっしゃいますよね。これまでの予算の

中でも随分いろいろな形で携わってくださ

っている方いらっしゃいますので、ぜひそ

ういった方にお声をかけて、ともにこの構

想を練っていくというふうなお考えはござ

いますでしょうか。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  桑田教育次長。 

○教育次長（桑田良彦君） 

  お答えいたします。 

  郷土資料館の、住民さんの、歴史家とか

専門家の皆さんの構想会議ということでご

ざいますが、今、先ほど教育長申しました

ように、今、郷土資料館の構想の素案とい

うのをまず教育委員会でつくりました。そ

れでまだ教育委員会内部でつくって練って

おる最中でございますが、これは町の中の

政策調整会議の中で、総合計画との整合性

や財政状況での中の予算化等ございますの

で、町の調整会議にかけていきたいと、ま

ず考えております。 

  それで、教育委員会の素案自身ですけれ

ども、文化財保護委員会の中に一応今の段

階では諮らせてもらっております。 

  以上でございます。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  文化財保護委員会の中で諮っていくとい

うことですけれども、それからさらに輪を

広げて、ぜひ収集ですとか手のかかること

ですし、やはりそういったのはある面、郷

土物に興味のある方じゃないと、力も入ら

ないし発想も出ないので、そのあたりは

重々御承知かと思いますので、そういうほ

うも考えていただきたいと思います。 

  それとは別に、住民は住民レベルでのい

ろいろなネットワークを持っておりますし、
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それから郷土資料館、これからますますい

ろいろな方に来ていただきたいと思います

ので、今までこの豊能町には郷土資料館な

かったんですけども、よその郷土資料館、

博物館のほうには友の会というのがありま

す。そういったものも新たに発足させてい

ただきたいと思いますけども、それについ

てはいかがでしょうか。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  桑田教育次長。 

○教育次長（桑田良彦君） 

  お答えいたします。 

  友の会についてでございますが、確かに

議員おっしゃいますように、他の公共団体

では博物館・資料館等では友の会を自主組

織立ち上げて、いろいろな活動をされてい

るところが多々ございます。今回の構想の

素案でございますが、素案の中ではこれら

の組織の立ち上げを視野に入れております。

資料館だけでは不足しがちな調査・研究あ

るいは民具そのものも含めまして、多くの

皆様にサポートしていただいて、文化財を

生かしたまちづくりに少しでもつなげて活

動できたらいいのではないかなという考え

を持っております。 

  以上です。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  わかりました。 

  一つあれですけども、友の会にしても何

にしても、行政がつくりました、募集しま

したではなかなかうまくいきませんので、

やはり前もっていろいろな構想の段階から

住民に入っていただいて、そこから自然発

生的に出ていくのが私は理想かと思うんで

すね。そのあたりも重々お考えの上でぜひ

今後の郷土資料館に期待したいと思います。 

  それとあわせて、現在の郷土資料館のほ

うには行政の結構大事な資料が入ってるん

ですね。私もちょっと物置小屋に使われて

るのかと思ったら実はそうじゃなくて、結

構大事な資料が入ってます。こういったも

のも双葉保育所のほうへ移されるのか、ち

ょっとそのあたりはどなたにお尋ねしたら

いいでしょう。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  今現在、資料館の横に入れております行

政の書類がございます。それにつきまして

も今現在は双葉保育所に移していこうかと

いうことで部屋割り等について内部で今検

討しているというところでございます。 

  以上です。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  最後の質問です。ごみの減量化へ向けて

質問させていただきます。 

  ごみの有料化の議論が進んでいるとき、

住民の方は非常に、どのようにして自分た

ちの出すごみを少なくしていくか、結構意

識高く取り組んでいたように思うんですね。

有料化がなくなってその意識が低くなった

とは言いませんけれども、やはり行政とし

ては次の生ごみの減量化へ向けてはやはり

いろいろな形で今取り組んでいると思いま

す。その現状ですね。町の今、生ごみ減量

化へ向けてどのように取り組まれているの

か、まず質問いたします。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  お答えします。 
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  ごみの減量化へ向けて今現在取り組んで

おりますのは、特に生ごみの水切りの徹底

ということに取り組んでおります。昨年の

とよのまつりでは、生ごみの水切り体験と

か、それから来られた方の水切り宣言並び

に水切りのアイデア募集等を行いまして、

水切り宣言をしていただいたの方には水切

り専用の器具を配布するとともに、配布し

た方にまた水切り実践追跡アンケートなど

も実施いたしまして、それら水切りの啓発、

徹底の普及に努めておるところでございま

す。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  いろいろな家庭でそういうふうに取り組

んでいるのは耳にしておりますし、現在豊

能町のどのぐらいの人たちに協力いただい

てるのかなということを知りたかったんで

すけれども、今後、提案ですこれは。ある

自治体では生ごみを紙袋で出すようにさせ

ていただいてます。その紙袋というのはみ

ずからが新聞紙でつくった紙袋でも何でも

いいと。ただよほど水を切らないと紙が破

けるという、住民にはやはりそういったと

ころも認識してほしいということで、どん

な紙袋でもいい。出していただく。もしも

自分たちで紙袋がつくれない、時間がない

方にはその紙袋を販売していると。これは

有料化でもないし住民が選択できることで

すので、ですから状況を見てぜひそういっ

た方向も検討していただきたいなと思いま

す。 

○副議長（小寺正人君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  燃えるごみの紙袋での回収というような

御提案をいただきました。今現在はビニー

ル袋で、透明もしくは半透明のビニール袋

で回収を行っておりますが、紙の袋となり

ますとごみ収集時の袋の破袋といいますか

破損が考えられるのではないかというのと、

降雨時における、今は防水の紙もあります

が、紙が水を吸うということから、さらに

重量が増すというようなことも考えられま

すし、中身が包んであることによって分別

の啓発に若干支障があるのではないかとい

うふうなことも考えられますが、御提案と

いうことでございますので、紙袋の使用の

実態の調査等は進めていきたいとは思って

います。 

  以上です。 

○副議長（小寺正人君） 

  秋元美智子議員。 

○１０番（秋元美智子君） 

  現在これに、以前から取り組んでいる自

治体ございます。今おっしゃったように、

いみじくもおっしゃったように水で破損す

るわけです。そこのとこをどういうふうに

住民に理解してもらうかというための紙袋

ですので、そういったこともあわせてぜひ

御検討ください。 

  以上です。 

○副議長（小寺正人君） 

  関連質問ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○副議長（小寺正人君） 

  以上で、無所属の会の一般質問を終わり

ます。 

  この際、暫時休憩といたします。 

  再開は午前１０時２０分といたします。 

（午前１０時１３分 休憩） 

（午前１０時２０分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、日本共産党の一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて４
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０分とします。 

  高尾靖子議員を指名いたします。 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  おはようございます。 

  日本共産党の高尾靖子でございます。２

番手で頑張っていきたいと思いますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

  通告、出しておりますが、順番に質問さ

せていただきますので、どうか実のある御

答弁をお願いしたいと思います。お願いし

ます。 

  一つ目は、９月末には町長選挙がござい

ます。いよいよ迫ってきておりますが、池

田町長は今期の公約、財政再建一直線、行

政改革は待ったなし、未来の見えるまちづ

くりの三本柱で決断と実行の政治に挑戦す

るということで出られました。この公約の

中で一番に実行されたのが、町長の報酬減

額と退職金の減額でした。事業の見直しで

は無駄をなくす改善もあり、住民負担もあ

りました。また職員の給与削減なども含ま

れておりますか、４年間という長いようで

短いこの期間にすべての公約を実現させる

のは並大抵ではございません。財政難の中

でこれまでの取り組み、時期的にはもう期

限切れというか果たされない部分も出てき

ているのではないかと思いますし、町長に

おかれましては公約の実現という重責を心

に秘めておられるのではないかと察すると

ころでございます。それは、今後住民生活

にとって重大なことがまだまだ残っている

わけです。今後はエスカレーターの存続や

東西の路線バス存続の問題、また公約にお

きましてはダイオキシンの１４８本の処理

の完全終結、財政再建での事業の見直し、

吉川支所の充実を図ることや戸知山の果樹

園等での住民に開放、有効活用等々、こう

いうことがまだ残っているわけでございま

す。今度発行された「とよの」の６月号で

は、高齢者協働セミナー、町を学ぶ、町を

知るを計画して、住民の皆さんとの協働の

まちづくりを図る画期的な取り組みだと期

待が持たれているところです。このような

状況のもとで、このことをもっと早く行わ

れていればよかったなというふうに私は思

っているんですが、２期目の町長選挙に出

馬されるのか、このことについてお尋ねい

たします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  高尾議員の質問にお答えをさせていただ

きたいと思います。 

  行政というものは高尾議員も御承知のと

おりに、長期プラン、短期プラン、二とお

りがあると思います。長期プランでいかな

くてはならない問題、これにつきましては

財政再建は４年間で非常に厳しいものがご

ざいました。しかしながら私といたしまし

ては、ある一定の流れはできたのではない

かなというふうに思っております。平成２

０年の末には１３億4,４０７万5,０００円

の基金でございましたけれども、平成２３

年度には２４億3,２１２万円という基金の

積み立てというところで、少しは明かりが

見えてきたのではないかなと。これにつき

ましては先ほど秋元議員の答弁にもござい

ましたとおりに、２５項目による住民の皆

さんとの痛み分けの削減、あるいは職員の

給与の削減等々がございまして、何とか皆

さんの御理解のもとに進めてまいったので

はないかなというふうに思っております。

しかしながら、長期的な分におきましては

まだかなり大きな目的を持ってやらなくて

は、当然この町の財政再建にはつながって

いかないというふうに思っております。そ
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れから協働のまちづくり、これにつきまし

ても皆さんとともに、これから先のまちづ

くりについてというのは長期的な問題でご

ざいます。それから広域行政、これにつき

ましても、今２市２町で行っておる財政の

問題、行政の問題、それから３市２町で行

っております教育人事権の問題等々を踏ま

えまして、これから先、消防の問題も含め

ていろいろな流れの中では、これは長期的

なやはり行政を進めていかなくてはならな

いということでございます。しかし短期的

なことをおざなりにして、やっぱり長期的

なものばかりを向いていくわけにはまいり

ません。これは長期・短期ともに整合性の

ある形の中で取り組んでまいりたいという

私の思いがございます。そういう流れの中

から、私といたしましてはそういうものづ

くりをしていきたいという思いを申し上げ

てお答えにさせていただきたいというふう

に思います。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  先ほど秋元議員の答弁にも、基金の積み

立て、計画的にやれてきたということもご

ざいました。その点成果があったとは思い

ますが、住民負担になることも多々ありま

して、この点について大変、完全にこの行

政の財政再建をできるいうわけではないと

思いますけれども、この出られるというふ

うに、出馬されるというふうに受けとめま

して、この高齢者セミナーがその間ずっと、

選挙までに行われるわけですけども、この

課長の皆さんが豊能町の、本当にやってい

ること、中身、また状態、しっかりと住民

の皆さんに伝えられて、その結果本当にま

ちづくりは大事だという思いを皆さんが持

たれると、その中で本当に候補者としての

選択をされていくんじゃないかと思います

ので、その点、この高齢者セミナーをぜひ

成功させていくことが大事だと私は思って

るんですが、私ども議員としても学習の場

となると思っておりますので、この点しっ

かりとやっていただきたいというふうに思

います。ただ、成果を出してこられた事業

や対策、いろいろありますけれども、その

点については出馬されるに当たり、また引

き続きされることと思いますが、その点ま

ずはこの選挙前のこういう催しですね、こ

れを住民にちゃんと知らせていくいうこと

が大事だと思っておりますので、これはこ

れで終わらせていただきます。 

  次に防災計画について、豊能町の進捗状

況をお聞きしたいと思っております。 

  この間ずっと議会の都度、防災計画につ

いてお聞きしてまいりました。どのような

考え方を持って豊能町として住民との協働

がやはり一大事、起こったときには一番大

事じゃないかと思います。そういうことで

の住民参加の防災計画ということを言って

きてるんですけども、豊能町はその後どう

いうふうに計画を推進されているのかお聞

かせ願いたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  ３月のときにもちょっとお答えをさせて

いただきましたけれども、東日本の大震災

を受けまして、国においては昨年の１２月

に中央防災会議におきまして防災基本計画

が修正されたところでございます。この内

容につきましては地震津波対策の抜本的な

強化、それから最近の災害を踏まえた防災

対策の見直しが反映されたところでござい

ます。これを受けまして、大阪府におきま

しても今年度の３月に大阪府の地域防災計
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画が修正をされたというところでございま

して、先般、府の部長会議がございまして、

その内容を聞きますと、今回は津波避難対

策をはじめとしたソフト対策を中心に対応

し、災害時の災害を最小限化し、減災の考

え方を防災の基本としたというふうに聞い

ているところでございます。 

  今後、町の計画等でございますが、国に

おきましては東海・東南海・南海地震の対

策に示されておりますスケジュールでは、

６月末までに直接的な被害想定の推計を公

表するというふうにされております。秋ご

ろには経済被害を含む被害想定の推計をす

るというふうになっておりまして、来年の

春ごろにはその対策をどうするかというこ

とが決められるというふうに聞いておりま

す。これを受けまして大阪府は、国の想定

を受けまして、府下の市町村がどういう被

害状況になるかというシミュレーションを

つくりまして、大阪府の防災計画を作成し

ていくということになろうかというふうに

思っております。 

  町の防災計画では、有馬高槻構造線の直

下型地震が一番大きな震度ということで、

６弱というのを今想定をして作成をしてお

りますけれども、今回検討されております

東海・東南海・南海沖地震の震度はそれ以

上に大きくなるというようなことになりま

すと、防災計画の基本的な見直しあるいは

それに伴います被害等が想定されますので、

そういったような対応を防災計画に入れな

ければならないのではないかというふうに

思っております。 

  それともう１点、先般新聞で報道されま

したけれども、原子力発電所の事故に伴う

放射性物質の拡散の対策というのが、大阪

府において今後検討はされるというふうに

は聞いておりますので、それらの対策等に

ついても、豊能町も風向きによってはそう

いう害がある、想定されるような報道がさ

れておりましたので、今後それらの部分に

ついても、原子力対策編というふうになる

のかわかりませんけれども、新たな項目を

起こして対応していかざるを得ないのかな

というふうに現時点では考えているところ

でございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  今おっしゃったとおり、今後の想定に、

南海・東南海・東海、３連動地震を計画に

入れていかざるを得ない状況になると思い

ます。この点、大きな地震が想定されるわ

けですから、やはり今、職員さんが自然減

という格好で行われておりますけれども、

非常勤の職員さんはこういう被害の把握と

か、それからもし地震が起こった場合の、

大きく言えば復興などの問題点に対してど

こまでこの非正規職員さんや職員さん、昼

間に起こった地震などについても対応、ど

うしていくのかということも含めてしっか

りと対策をとっていっておかないと、全く

戸惑ってしまうというふうな状態が起こる

というふうに言われていますし、私もそう

思っておりますので、その課題をぜひとも

入れて、マニュアルとして示していかなけ

ればと思いますが、その点で町内会といい

ますか、自治会や医師会、また学校、消防

団や消防の各団体の方との連携、また医療

体制の確保、こういうところで一番大事な

ことが決めていかなければならないと思い

ます。その点のところもこういう想定とし

て入れていかれるお考えを持っておられる

のか、町として、やはり各自治体としてこ

ういうことを常に、その地域に合った対策

ということも十分、そのときに対して効果

があるんじゃないかと思いますので、その
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点についてのお考えはどのようなのか、考

えておられるのかどうかお聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  議員の御指摘のとおり、防災計画自体は

全職員が全部出てきているというのを想定

して、それぞれの課等に業務が割り振られ

ておりますけれども、どこの団体でもこの

ごろ、もしも大震災が起きたときに、実際

どれぐらいの人数が集まれて、どういうふ

うに、まず何をしなければならないのかと

いうような業務継続計画というのがあるん

ですけれども、そういったようなやつをそ

れぞれの団体で取り組まれていてるという

こともございまして、先般職員からの提案

がございまして、そういう計画をつくるべ

きだという提案がございまして、政策決定

でそういう計画を進めていこうということ

で、今年度新たにそういうことを取り組ん

でいきたいというふうに思っているところ

でございます。 

  先般、官庁速報でも、ある団体では、議

会の議員さんもまず起きたときに何をする

のかというのを議会の中で十分検討されて

るというような官庁速報等も流れておりま

したので、それらも含めて十分に今後議会

とも連絡をとりながら進めていきたいとい

うふうに思っておりますので、よろしくお

願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  今、議会の話が出ましたが、今、議会で

は基本条例の中に、別になるかどうかわか

りませんが、そういうことも話し合われて

いますし、他の自治体では議員も何名かが

きちっと位置づけられている防災計画もあ

りまして、その点はやはりお役に立ってい

かなければならないというふうに思ってお

りますし、そういうことも含めて十分対策

を練っていくいうことが、住民の安全・安

心の防災計画、また防災意識を高めるとい

うことになると思いますので、その点につ

いてこれまでも何回も申し上げましたけれ

ども、住民参加の防災計画ということがや

はり大事だと思いますので、その点十分話

し合いの中に住民も入れて、いろいろな知

恵をいただく、そういうことが大事だと思

いますし、いろいろなアンケートが出され

て、それを集計されていますけれども、そ

のアンケートにはたくさんの自治体がしっ

かりと答えておられまして、住民参加の、

これから考えるというところもありますけ

れども、その点で相互の関係をしっかりと

持っておくいうことが、そのときの対策が

スムーズに行われるということにつながっ

ていくと思いますので、その点十分検討し

ていただくようにお願いしておきたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。

その点やっていくというような答弁いただ

けたらいいんですけれども、もう一度お答

えいただいて、この件は次に移りたいと思

います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  防災計画の策定委員というのが定められ

ておりまして、それらについては自治会長

会の会長さんとか、それからいろいろな各

種団体の方々も入ってきていただいており

ますので、それらの方の意見を十分反映さ

せていきたいというふうに思っております

ので、よろしくお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 
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○１２番（高尾靖子君） 

  前は１回だけもつようなことをおっしゃ

ったように思いますが、１回と言わず、練

りに練って何回か話し合われるように期待

したいと思います。 

  それでは次に移ります。 

  暮らしと福祉についてということで上げ

ておりますが、一つは子どもの医療費は中

学卒業まで拡充してほしいということでご

ざいます。前回、２０１０年度、入院は小

学校卒業までと、６年生までということで

実施されまして、それと保育料の支援です

ね、第２子への支援、無料ということで、

子どもの子育て支援に力を入れているとい

うことで町長もおっしゃっておられました。

その点で、これは教育委員会のほうになっ

ていくのかと思いますが、この間こういう

ことを充実させた、そのＰＲをずっとして

いくべきだということで、豊能町のホーム

ページに今も１ページにずっと、子どもの

医療費を充実させたいうことを掲載されて

いるいうことで、それはもう、とってもう

れしいことだと思いますし、それをさらに

充実させるということで中学校卒業までの

子ども医療費の助成ということで今回質問

しております。豊能町には、とよのすくす

く子どもプランという次世代育成支援行動

計画の後期計画、これは平成２２年度の３

月に発行されておりますけれども、これも

やはりしっかりとした子育て支援を掲載し

ておりまして、充実させているわけですけ

れども、このことについてやはりさらに充

実させるという意味で、今回中学卒業まで

の医療費助成ということをお願いしたいわ

けですけれども、その点お考えはあるのか

どうかお伺いしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えいたします。 

  議員もよく御存じでございますが、乳幼

児等医療費助成につきましては、小学校就

学前までは通院・入院医療費とも助成の対

象としております。平成２３年度から、小

学校１年生から小学校６年生までの入院医

療費を助成対象に加え、制度拡充をいたし

ました。子育て支援の観点から、入院医療

費助成を中学３年生までとする制度拡充に

つきましては本町としても検討課題として

おりますが、通院医療費助成の制度拡充は

現時点では考えていないところでございま

す。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  入院の場合はどこの自治体も結構、中学

校卒業までの実施ということを上げておら

れることは多いんです。やはり中学生にな

ると体も充実して、余り、けがは多くなる

かもしれませんけれども、外科なんかで通

うことはあったとしても、やはり十分体も

鍛えてきてるということで、医療費はそん

なにたくさん上がってこないんじゃないか

というふうに思います。だからこそ、大阪

府下の自治体でも中学校まで、お隣の能勢

町もそうですけれども、中学校卒業までと

いうことでの充実をさせております。その

点、検討ということでございますけれども、

この間、財政改革で単年度黒字ということ

も成果として上げておられるので、それを

一つここに転嫁してさらにここの子どもの

医療費のほうに充実させて、豊能町のほう

に若い子育て世代が住んでいただけると、

そういうふうな対策も含めて、とてもいい

流れができるんじゃないかと思います。そ

の点で検討をさらに深めていただいて実施
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の方向にしていっていただきたいと思うん

ですが、その点のもうちょっと深めて御答

弁いただけたらと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えします。 

  議員のおっしゃることもよくわかるんで

すが、先ほどもお答えしたとおり、入院医

療費の助成につきましては本町としても検

討課題としていきたいと思っておるんです

が、通院医療費助成の制度拡充については

現時点では考えておりません。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  今後の検討課題としてぜひ上げていただ

いて、実績を積んでいっていただきたいと

思います。 

  それでは次にいきます。 

  ２番目は、東西バスの存続ということで、

この間もずっと訴えてきておりますが、地

域公共交通会議において、今度７月に、ま

たどういうふうになるかということでの検

討がなされるわけですけれども、町として

継続の意思をそこで発揮していただきたい

というふうに思ってお願いしております。

発足当時、この東西巡回バスという発足当

時の心として、東西公共施設を結ばすとい

うことを基本に考えて、その基本を据えて

いくという観点に立って、ぜひ東西のバス

の存続ということで将来を見据えて継続し

ていっていただきたいというふうに思いま

す。その点のお考えをお聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  現在、東西バスにつきましては、地域公

共社会の実験として、今現在運行をしてお

りますけれども、７月までの実績の収支比

率によりまして一次評価を行い、廃止ある

いは見直しあるいは継続といったようなこ

とに振り分けをしていきたいというふうに

思っております。ただ一次評価の結果、収

支比率が３０％未満であったとしても、仕

分けの廃止の方向性であっても、ほんまに

その路線が必要なのかどうか、あるいは運

行方法がどうなのか、あるいは利用者負担

が適正なのかどうかというのを改めてもう

一度検証して、それが本当に必要でないか

ら乗らないというようなことになれば廃止

というような形になるというようなふうに

思っておるところでございます。しかしな

がら、今言いましたように、そういったよ

うな点から、再度廃止という、３０％以下

であってもそういうことの検証はやってい

きたいというふうに思っているところでご

ざいます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  まだわからないお答えですけれども、ぜ

ひ豊能町として、それは３０％以下でも存

続できる条件があるということを期待をつ

ないでいきたいと思いますけれども、ぜひ

ともこれを豊能町、やはり東西一つの豊能

町ということを考えれば、やはり道を断つ

んじゃなくて存続させていくということが

将来にわたって大事だと思いますので、こ

の点、公共交通会議でその意志をぜひとも

町として伝えて、継続してもらいたいとい

うふうに強く要求して、求めておきたいと

思います。これについてはここで終わりま

すが、強く要望します。よろしくお願いし

ます。 
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  次に、中学校給食導入についてお伺いい

たします。 

  給食の方法については、４月７日付の新

聞に報道されました。府内の公立中学校給

食導入実施状況について、４方法から選ぶ

ということで掲載されておりましたが、豊

能町としては親子方式がいけるかなと、小

学校でつくった給食を中学校に運ぶ、こう

いう方式をというような意向を示しておら

れたというふうに思っておるんですけれど

も、この新聞報道では豊能町はデリバリー、

民間委託、民間で調理するという予定に掲

載されておりましたが、豊能町は食育の日

ということで、食育を進める観点をすごく

大事にしておられるわけですけれども、こ

の点について矛盾しないのかというふうに

思うわけです。食材の安全やおいしさが確

保できないのではないか、またアレルギー

除去対策についてもそういうことができな

いのじゃないかという懸念がいっぱいあり

ます。この点について、これは予定という

ことでしたから、今後はこの予定をやはり

親子方式に変えるというふうにもきっちり

と決まっていくのかなというふうにも期待

が持たれるわけですけれども、この点につ

いてはどのようにお考えなのかお聞かせ願

いたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  今議員がおっしゃられたように、３月の

末の時点で大阪府教育委員会から中学校の

学校給食の導入について照会が各市町村に

ありました。まだ導入に至っていない３７

の市町村があるわけですが、その中で平成

２７年度までが補助対象ということで、現

時点の様子を聞かせてほしいということで、

本町にも問い合わせがあった際に、まだそ

の時点では４つの方式のうちどれを採用す

るかというのは本町として決めておりませ

んでしたので、またその辺のお話もして、

親子方式、デリバリー方式のいずれかにな

るのが有力だというお話をしたんですが、

府としてはできるだけ一つに絞って出して

ほしいというようなことがありましたので、

将来その変更もあり得るということを含ん

だ答えということでデリバリー方式を上げ

たということでありまして、今後いろいろ

詳細については詰めていかないといけない

んですが、この３７のうち３２が実は回答

してるんですが、そのうちの３分の１がデ

リバリー方式になってるんです。これがど

うも先週末の話し合いなんかでもふえてい

くということが予想されてまして、なぜふ

えていくかというと、やはり親子方式は、

府教委としても４つの方式を立てたんです

が非常に問題が多い、建築基準からいって

も、前にも答弁しましたけれども、小学校

でつくったものを中学校に運ぶというのは

そこを工場というふうにみなされるという

ことで、非常に厳しいらしいんですね。こ

の辺のところは府教委も今いろいろ検討し

ていただいてますが。それから施設や設備

もそうなんですが、将来へのランニングコ

ストを考えると、設置者としては非常に厳

しい状況の中でやらないといけない。そう

いうことで、どうもデリバリー方式を採用

するところが今後ふえていくのではないか、

そういうこともありまして、町としてはい

ずれにしても来年度予算編成時までには財

政当局とお話し合いをしていきますけれど

も、現時点ではまだ最終的には決めていな

い中での回答をしたということで御了承い

ただきたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 
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○１２番（高尾靖子君） 

  財政が大変ということも前お聞きしてお

りますけれども、やはり大阪府がこの実施

計画に当たって、提出を平成２３年度に限

定して提出しなければだめだというような

ことで、各自治体では十分論議を尽くすと

ころまでいってないという、そういうとこ

ろも多く出てるというふうに聞いておりま

して、豊能町はアンケートをとってこられ

ておりますので、ある程度の意向は、方向

性は出てたと思うんですけれども、しかし

実施に当たっては親子方式か自校方式かと

いうような、いろいろあるわけで、ここは

やっぱり一番肝心なところだと思っておる

んですね。今私が言いましたように、こう

いう給食を通しての食育とか安全性とか、

今ＴＰＰがもし行われたならば、ポストハ

ーベストとかいろいろな影響人体に影響の

あるようようなものが輸入されてくると、

全く食育が壊れてしまうというふうに思い

ますし、そういう面で安上がりにつくられ

てくる内容のものが、やっぱり子どもの、

ずっと将来にわたって一つ私たちの時代と

違って添加物とかそういう影響が出てくる

のではないかというふうに思うわけですか

ら、実施することについては前向きにお考

えになっていることでよいとしております

けど、この方法が一番心配になっておりま

す。この点について、今後検討されるとい

うことですけれども、この点については保

護者ともまた再度十分な懇談をもって進め

ていかれるのかどうか、その点について、

方法についてお考えをお聞かせいただきた

いと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  最終的に保護者とというお話なんですが、

それは設置者が決めることだと私は思って

います。ただやり方としては、幼稚園のと

きもそうですが、事前にお知らせもします

し説明会なども実施します。それから場合

によっては希望者には試食会なども予定し

ておりますので、保護者と協議してどの方

式にするかというようなことまでは考えて

おりませんし、その必要はないというふう

に考えております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  少し豊能町の教育、基本的な考え方とい

うところを貫いていただいて、今、予定を

ぜひ変えられるのであれば、やはり安全に

給食として考えられる、そういう方式を実

施していっていただきたいというふうに強

く、これも要望しておきたいと思います。

これは財政が大変だから中学校の敷地内に

給食室をつくるいうのは、それは補助が出

るとしても大変だとは思うんですけれども、

やはり子どもたちの安全な給食ということ

について、先ほどからも言っておりますけ

ども、食育の観点が崩れてくる、そういう

ことが心配ですので、ぜひともそのところ

を十分考えていただいて検討していただい

て、いい方法を、方式を打ち出していって

いただきたいというふうに期待したいと思

います。 

  以上でこの件は終わらせていただきます。 

  あともう１点残っているんですけれども、

環境問題については、これは国崎クリーン

センターのことになりますが、東日本大震

災、福島原発事故による岩手県のがれきの

処理の受け入れ問題が大きく問題になって

おりますが、処理は絶対していかないけな

いものでございます。しかし健康・安全を

考慮して、放射能汚染されたがれきは１市
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３町のほうで受け入れとかいうふうなこと

について、兵庫県はこれは今は受け入れす

るかどうか検討しておられるのかと思いま

すが、この点について国崎クリーンセンタ

ーが出しております「森の泉」ですか、こ

れには出しておられますので、こういうこ

とをちゃんと申し入れをされているいうこ

とがわかってきたので、これはもう質問だ

けにしたいんですけども、町長としてはど

ういうふうなお考えか、個人的でしかお話

できないかもしれませんけども、全体とし

ての答弁は国崎クリーンセンターの代表で

はないので無理かと思いますが、お考えだ

けちょっとお示しいただいて、あともうち

ょっとですから。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  猪名川上流広域ごみ処理施設組合での震

災がれきの受け入れにつきましては、議員

もおっしゃっているとおり、当該組合の広

報誌であります「森の泉」に記載されてお

りますとおりでございまして、住民の安

全・安心の確保をし、受け入れへの理解を

得るために、当施設組合では解決できない

問題が課題があると、それについて兵庫県

に見解を示してほしいうようなことをお願

いして、引き続き検討を進めるという姿勢

でおります。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上で、日本共産党の一般質問を終わり

ます。 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は、午前１１時２０分といたします。 

（午前１１時０２分 休憩） 

（午前１１時２２分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、豊政クラブの一般質問を行います。 

  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて４

０分とします。 

  竹谷勝議員を指名いたします。 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  豊政クラブの竹谷勝です。ただいま御指

名をいただきましたので、一般質問を行い

ます。 

  通告に従って進めてまいります。理事者

の皆様には的確な答弁をお願いいたします。 

  町政運営方針から進めさせていただきま

す。 

  まず人口減少について質問をいたします。 

  池田町長が就任をされて、早いもので約

３年７カ月が経過をいたしました。その間

いろいろ施策を実施されてきたことと思っ

ております。しかし豊能町の人口は減少の

一途をたどり、減少に歯どめがかからない

状態になっています。一体どれぐらい減少

したのかを数字で言いますと、町報「とよ

の」の人の動きからお話をさせていただき

ます。就任をされた平成２０年１０月から

平成２４年４月までの約３年６カ月で1,３

４５人の減少をしております。さらに池田

町政の浸透期間を考慮いたしまして、６カ

月後の平成２１年６月から平成２４年４月

末の約３年間で見ても1,１１３人減少をし

ております。さらにこの１年では何と４４

１人減少しております。例えばこの人口減

少を今年度の中学校の生徒数に置きかえて

みますと、吉川中学校の在校生は４０２名

です。東能勢中学校の在校生は１３９名で

す。いずれもホームページで確認した数字

でございます。合わせて５４１名でござい

ます。この３年間でこの両中学校と町内の

数校の小学校が消滅をしてしまったという

ぐらいの人口減少を来しております。この
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状況はある面、この間の町政の評価、ある

いはバロメーターの一つだと私は思ってい

ます。池田町長はこの状況をどのようにと

らえて認識をされているのか、まずお伺い

をいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  初めに竹谷勝議員から町長に対しての答

弁先がなかったので、先に乾総務部長に答

えていただきます。 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  本町の人口減少が、町の施策が機能して

いないからだんだんと減ってきているので

はないかという御指摘だろうというふうに

思いますけれども、これについては議員御

指摘のとおり、平成７年には約２万7,００

０人、一番多い時期が平成７年度でござい

ましたですけれども、年々減少してきてい

るというふうに思っております。町として

は、施策的には子育て施策とか教育の充実

ということでアピールをしていっておると

ころでございますけれども、平成７年当時

から比べても、例えば西地区の能勢電鉄に

しても、やはり１０分間隔で走ってるとい

うような形になってきておりますので、交

通の便等についてはその以前よりもよくな

ってきているのではないかというふうにも

思っております。今、人口減少については

全国的に減ってきているということで、将

来的に見れば大阪府も大きく減少するとい

うような形の中で、過去平成７年当時では、

自然に恵まれた一戸建てというようなこと

に目を向けられて住民が来られたというよ

うなことで、その子育てが終わって、その

子どもたちがまた外へ出ていくと。今、大

都市ではどんどんと地価が下がってき、マ

ンション等も増築されているというような

状況になっておりまして、我々の目指すそ

ういう、税金等が、働いておられる若い方

というのがどんどんと都市化へ出ていって

いるというような状況だというふうに現在

では思っております。ただこれがどういう

ふうに、その若い人たちがどういうニーズ

があるのかということも思いますと、例え

ば子育て、教育、福祉にニーズがあるのか、

あるいは住環境、特に豊能町の周辺ですべ

ての生活が完結できるというようなものを

望まれているのか、あるいはマンションと

いいますか、一戸建てじゃなくて集合住宅

等を若い人が望まれているのかということ

については、まだ分析等ができておらない

という状況でございますけれども、今現在

は総合計画の第１期の実施計画の定住化の

促進ということで、現在今後とも進めてい

って、来年、再来年になりますけれども、

実施計画の見直しを行うときにその辺の分

析をしてまいりたいというふうに思ってお

るところでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  引き続き、答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  竹谷議員の質問にお答えをさせていただ

きたいと思います。 

  先ほど部長が申し上げましたとおりでご

ざいます。がしかし、私としましては先日

も能勢電鉄のほうへまいりまして、行政だ

けで人口増にはなかなか結びつけていけな

いだろうということで、民間導入を踏まえ

た形の中でやるべきではないかという思い

がございまして、やはり定住施策について

は今後民間導入と合わせた形の中で進めて

まいりたいという思いがございましたので、

開発業者あるいは電鉄業者、あるいは行政、

いろいろな形の中で何とかこれから先の定



 

 2－23 

住施策について考えていきたいという思い

を能勢電鉄の社長と語り合ったということ

が現実でございまして、一生懸命に今後そ

ういう形の中で定住施策を進めてまいりた

いというふうには思っております。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  なかなか人口問題は難しい問題だと思い

ます。新聞等を見てみますと、日本の人口

減少についてはこれからが本番だというよ

うな報道もされております。それからいき

ますと豊能町はこういう開発をされてでき

たまちなので、世間とは若干早目に減少が

来しているかなと思います。そこへいきま

すと今後は、それこそ本当に減少が歯どめ

がきかない状況になってくるんじゃないか

と思うんです。それで私は思うんですけど

も、今、部長のほうからも、最近若い人が

都市のほうに出ていかれる方が多いという

ことで、そういう人たちのニーズがどこに

あるのかということもなかなか難しいとい

うようなこともおっしゃってたと思うんで

すけども、私も思うんですけども、かつて

の豊能町は非常に私は魅力があったと思う

んですね。その魅力は何かといえば、こう

いった大自然やあるいは教育環境がいいと

か、また住環境がいいとか、非常に魅力が

あったと思うんですけども、やはりその辺

は今、日本の国そのものが平準化をされて

きたというか、そういった魅力が薄れてき

たのかなと。先ほどの部長の話じゃないで

すけども、やはりこれからは若い人あるい

は子育て世代、いわゆる働く世代とか子育

て世代の意見を取り入れていく必要がある

と思うんです。比較的高齢者等々について

はそういう機会が多いと思うんですけども、

日ごろ働いてる方あるいは忙しく子育てに

時間を割いている方にとっては、そういう

機会は余りないんじゃないかと思います。

私は一つやっぱり、こういう現状から脱す

るには、そういう人たちを意見を聞く機会

をできるだけ持っていただいて、やはり町

政に生かすということが大事じゃないかな

と思うんです。ぜひそういったことを、私

は個人的には考えておりますけども、行政

の考え方をお聞かせいただきたいと思いま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  竹谷議員の御指摘のとおり、若い人の意

見を聞く場というのが大事だろうというふ

うには思います。ただどういう形でそうい

う場を設けて、率直な意見が聞けるかとい

うのについては、なかなか今後そういう方

法等についても考えければならないのでは

ないか、あるいは例えば町のホームページ

に意見を寄せてもらうとか、何らかの方法

をして、どういう考え方を持ちながら豊能

町に住んでおられるか、あるいはまた豊能

町外の人がどういう意見を持っておられる

かというようなことについての意見を知る

方法についてはまた検討していきたいとい

うふうに思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  なかなか人口問題は一筋縄ではいかない

と思うんですけども、やはり今、我々の周

りを見てみますと、当時引っ越してこられ

た方が今定年を迎える時期、それを見てい

ますとやはり豊能町に、次の世代が豊能町

へ戻ってこられている様子も若干見受けら

れますので、その辺はうまく若い人のニー

ズをつかんでいただいてやっていただいた
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ら、またいい行政に反映できる政策も出て

くるかなと思いますので、人口減少につい

ては今後とも危機感を持って頑張っていた

だきたいなと思います。 

  次に、行政事務の効率化について御質問

いたします。 

  一例なんですけども、住民への通知等に

ついて、例えば福祉関係であれば介護ある

いは健康保険、高齢者保健等々が、そうい

った通知が同時期にそれぞれ個々に送られ

てくるということも若干経験をしたことあ

るんですけども、できるだけこういったこ

とはまとめて送付をするという工夫も必要

じゃないかと思うんですけども、できない

ものなのか。例えばコンプライアンス等が

あってそういうことがなかなか難しいとい

うことであるのか、その辺についてお聞き

をしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  今現在、大体５月の１０日から１１日に

かけまして、税、町民税あるいは固定資産

税等の納付書について送付をさせていただ

いているというところでございまして、大

体２日間で１万7,５００通ほど出します。

これも、この基本的なものについては個人

賦課という形になっておりますので、その

個人に通知するというのが原則というふう

に思っております。例えばそれが可能であ

っても、期限を決められて電算業者あるい

はうちで打ち出して、それを全部封筒に入

れていくというのについて、町の中でやっ

ていくというのにはなかなか時間的な余裕

もないということで、それだけの件数も出

さなければならないということで、なかな

か一世帯に、プライバシーの問題もありま

すし、現実的に仮にそれがクリアできたと

しても、それだけの１万7,０００通の世帯

を一つに名寄せをしていくということは、

現実的には無理だろうというふうに思って

おります。 

  ただ、今現在郵便局のほうでは、1,００

０通以上出すと８０円のやつが５０円にな

ると、９０円のが５５円になると、１００

通以上の1,０００通までですと８０円が６

２円あるいは９０円が７２円になるという

ような制度がございまして、今現在町から

出すやつについては一括して総務課に集配

のやつを集めまして、数を読んで出すと、

できるだけ安く出すというような方法に努

めておりますので、御理解いただきたいと

思います。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  わかりました。数をまとめれば安いとい

うことですけども、やはりこれは一例を申

し上げたんですけども、やはりそういった

考え方、工夫というのは、これはすべての

面について言えることだと思うんですね。

やはり小さいことの積み重ねが大きな成果

に結びついてくると思います。それがまた

大きな改革につながっていくんだなと思っ

ております。 

  例えば、封書にしても封書代が要るとか、

切手についても通常でいけば８０円の切手

が要るとか、そういったことは、今行政は

非常に、財政再建一直線ということで厳し

い対応を住民に求められているというのが

実感やと思うんですね。そういったところ

でやはり行政自身がそういう細かいところ

まで目配りをして経費節減、節約に努めて

いくという姿勢は、私はできるだけ出して

いかないとあかんと思います。事実こうい

ったことも、身近なところでもこういうこ
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とを話題にされてるところもあるみたいな

ので、しっかりと取り組んでいっていただ

きたいなと、仕事の進め方という観点でお

願いをしたいと思うんですけども、再度お

願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  竹谷議員のおっしゃられる趣旨というの

は十分理解はしておるつもりでございます。

個人さんによっても、同じ世帯で課税の名

前が違いますので、２通来ると、こんなの

１通にして何で出されへんのやという方も

おられますし、また反対に、別々に課税を

している個人のあれやないかということで

苦情を言われるというような方もございま

す。十分、竹谷議員の趣旨については心に

とめまして事務を進めてまいりたいと思い

ますのでよろしくお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  気持ち的には丁寧に説明をしたいと、丁

寧に住民サービスをしたいという根底があ

るのかなと思うんですけれども、やはり仕

事を進めていく上ではそういう考え方が大

事かなと。縦割りだけでいくんじゃなしに、

やはり連携をしながら、できるだけ集約で

きるところは集約をしながら進めていくと

いうのが妥当だと思いますので、その辺は

十二分に精査しながら進めていただきたい

と思います。 

  次に、福祉施策についてお聞きをいたし

ます。 

  まず、高齢者自立活動支援事業、いわゆ

る「おでかけくん」について質問いたしま

す。聞きますと、運営事業者が従来の豊能

町のＮＰＯ法人から他の町のＮＰＯ法人に

変更になったと聞いておりますが、それは

事実でありますか。まずお聞きをいたしま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えいたします。 

  今、議員おっしゃいましたように、平成

２４年６月から受託業者は変わっておりま

す。それは事実でございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  どこに変わったか。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  平成２４年の５月までは、ＮＰＯ法人ワ

ークインとよのでございましたが、６月以

降はＮＰＯ法人のせ田里伊能という業者で

ございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  町内のＮＰＯ法人から町外のＮＰＯ法人

に変わったということですね。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えします。 

  町内に事業所がございますＮＰＯ法人で

ございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  それで、利用者の立場からお聞きをした

いと思います。 

  事業者が変わるということによって、外

出支援を必要とされる介護認定高齢者や、
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あるいは障害のある方々にとっての影響は

ないというふうに判断してよろしいでしょ

うか。お聞きをいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えします。 

  事業者が変更になったことに伴いまして、

予約電話番号の変更とか運行協力員さんの

変更などによる一時的な影響は少なからず

あるものと思われます。私どもとしまして

も、全利用者への事業者変更通知はもちろ

んのこと、介護サービス事業者などの関係

機関への事前の周知を行うなど、その影響

は最小限にとどめるよう取り組んでおりま

す。 

  事業者が変わった理由としまして、平成

２３年度より、平成２２年度までは１社随

契という形でやっておりました。ただＮＰ

Ｏ法人が豊能町内に２法人があるというこ

とで、随契に付す理由というのが当たらな

いので指名競争入札を行ったと。平成２３

年度につきましてはＮＰＯ法人のワークイ

ンとよのさんが落とされました。平成２４

年度になりまして、のせ田里伊能さんが落

とされた状況でございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  別にその入札が悪いとかいいとか、そう

いう問題で観点で質問していませんので、

その辺は御理解いただきたいと、あくまで

も介護認定高齢者と障害者の、本当に外出

をしたい人のニーズに沿って運営ができる

かという観点から質問をしておりますので

よろしくお願いしたいと思います。 

  それで、町長もいつもおっしゃってるん

ですけども、第４次総合計画でも上げてま

すし、町政運営方針でも毎回書かれており

ます。住民と行政との協働のまちづくりを

していくんだと、これをなくして町の活性

化を図ることは難しいと、地域の主体的な

活動に対して行政が支援をすることにより、

地域力が育つことになり、地域主体のまち

づくりが実現すると考えますというような

ことを随所でおっしゃっておりますけども、

今回の運行事業者の変更については、こう

いった住民との協働の精神は生かされてい

るのかどうかお聞きをいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えいたします。 

  受託事業者が変わりましても、事務所は

豊能町内に設置されておりますし、運行協

力員さんは豊能町内在住者という条件をつ

けております。そういう条件は平成２３年

度までも同じでございますので、今後にお

きましても、住民との協働、住民相互扶助

の精神は生かされるものと思っております

ある 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  できるだけ利用者のニーズに沿って、現

状よりもさらに充実をして、利用者から喜

ばれるような運行をぜひやっていっていた

だきたいなと思います。 

  ちなみに、平成２３年度の運行実績を調

べてみますと、東西合わせて年間で2,９０

０回以上の運行実績、利用者があったと聞

いております。やはりこれは町独自で取り

組んだ施策でもありますので、私は一つは

高齢者福祉の、胸を張って町外に発信でき
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る事業かなと思っております。よって、こ

ういう実績もありますので、これがしたた

めに利用者が減ったとか等々のことがない

ように指導のほうをお願いしたいと。また

この件については実績等も聞いていきたい

と思いますので、最後の答弁お願いいたし

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えします。 

  前受託事業者でございますワークインと

よのさんのように、利用者の方々に信頼を

得られるように努力していただきたいと考

えておりますし、指導をしていきたいと思

っております。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  高齢者福祉、障害者福祉というのは、お

互いやっぱり顔の見える形で進めていくの

が、利用者にとっても協力する人にとって

も非常にいい形だと、それが僕本当に住民

と協働の福祉施策かなと思ってますので、

そういった精神をぜひ忘れないように取り

組んでいっていただくことを要望して、次

に入っていきます。 

  次は教育委員会について、通園・通学の

安全対策の取り組みについて御質問をいた

します。 

  新聞紙上なんかでも大きく報道されまし

たとおり、４月２３日午前８時ごろに、京

都府亀岡市の府道で、集団登校中だった小

学生、１年生から５年生の児童ら１０人の

列に軽乗用車が突っ込み、児童２人と列の

保護者、妊娠中の方が死亡されるという悲

惨な事故が発生しました。これについては

心よりお悔やみを申し上げる次第です。こ

の事故の原因は、運転していた少年は無免

許運転であったと、また居眠り運転であっ

たと報道をされました。振り返りますと、

その前にも４月１２日に、京都市の祇園の

繁華街で、信号待ちをしていた歩行者の間

に乗用車が突っ込み、４人の方が死亡する

というこれまた悲惨な事故もありました。

この事故原因も運転者に持病、てんかんと

いう症状らしいですけども、こういうこと

があったと報道されていました。この２つ

の事故から共通しているのは、歩行者が幾

らルールを守っていても、必ずしも安全が

確保されていないということを私は重視す

ることが大切だと思っております。そうい

う観点から、通学・通園道路の危険箇所等

の点検が必要だと考えていますが、今回の

事故を教訓にそういった点検を実施された

のか、まず伺います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  今、議員が申されましたように、４月２

３日の亀岡市における自動車事故、それか

らその以後にも千葉や愛知相次いで事故が

発生しております。それを受けまして、５

月に入りまして文部科学省はじめ大阪府教

委から、学校の通学路の安全確保について

という通知が来ておりまして、それを受け

て、５月それから６月の校長会で指示をし

たところであります。既にある学校につい

ては点検が終えたところもありましたが、

６月に確認しましたところ、これから実施

するというところもありましたので、私の

ほうからは、すべての学校について６月中

に実施をしてほしいと、そういうことを６

月６日の校長会で申し上げたところでござ
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います。そういうことで、できれば保護者

それから見守り隊の方々にも一緒に同行し

ていただきたいことや、それから教育委員

会のほうからも人を出して一緒に点検しま

しょうということで、一応６月末までには

すべての学校が点検を終えるという、そう

いう状況でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  実施中もしくは６月末までにということ

なんですけども、やはり子どもをこういっ

た事故から守っていくというのは我々の重

大な責務だと思います。ただ今回のような

事故が果たして防げるのかなという思いも

しております。そういったことから、やは

り今、文部科学省の通達で、安全確保につ

いて点検をされるているということだと思

うんですけども、いろいろ安全対策には方

法論があると思うんですけども、ガードレ

ール、安全さく、あるいは信号の設置等々

あると思うんですけど、やはり経費も随分

かかることやとは思うんですけども、その

辺の点検をよく優先順位を決めて実際の対

策につなげていっていただきたいと思うん

ですけども、そういった計画はこれから出

てくると思うんですけども、その安全対策

の点検結果についてどのように今後反映さ

れていく予定なのか伺います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  現在国のほうが、文部科学省それから国

土交通省、検察庁という２省１庁の間でこ

の６月中に有識者会議を設置するというこ

とが伝わってきております。その有識者会

議において８月までにその報告をまとめる

ということを言われておりますので、そう

いった国の動きを注視しながら、私のほう

の町としても６月中にすべての学校の点検

が出てまいりますので、その上で場合によ

っては道路に関しては池田土木であるとか

あるいは豊能警察であるとか、そういった

ところにも働きをかけるといいますか、国

の動きを見ながらこれからの対策も考えて

いきたいというふうに思っています。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  そっちのほうはぜひ進めていっていただ

きたいなと思います。 

  それに関連してですけども、次に光風台

小学校通学路の安全確保について質問をい

たします。 

  光風台小学校の体育館側の通路には、安

全さくというんですか、ガードレールが設

置をされておりません。ここは通学時には

光風台方面からの児童でいっぱいになると

いうふうな状況です。一方並行する道路は、

上流のほうから緩いカーブから直線に入る

下りになっています。スピードを出しやす

い道路構造になってると思います。そこで

私は以前から、ここで事故がなければいい

のになという懸念は常々持っていました。

今回改めてこういう事故を見ますと、本当

に心配をしております。ぜひ安全対策、ガ

ードレールの設置等が必要じゃないかと思

いますけども、教育委員会の見解をお願い

いたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  桑田教育次長。 

○教育次長（桑田良彦君） 

  お答えいたします。 

  光風台小学校の体育館の裏の道のガード

レールについてでございますが、何度も現
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地へまいりまして、大きく２カ所、ガード

レールがない部分がございます。歩道の長

さは１メートル５０センチでございます。

植栽が、細かいですが９７センチというこ

とで、光風台小学校の教員にも聞きました

し、確かに午前８時ぐらいやと思いますけ

れども、子どもたちがいっぱいになります。

ただ歩いてるほうからしますと、歩いてる

ほうの視点と、例えば車に乗ってはる方で

新光風台のほうからおりてこられる方の視

点、あるいは外からまた違うところから見

てる視点と若干違う視点があると思います

けれども、何が起きるかわからないという

状況もございますので、今現在、光風台小

学校では、もう４月の終わりから道路の通

学路の安全点検を、見守り隊、スクールガ

ードリーダーさんも含めまして、ＰＴＡの

皆さんも含めましてされておりますが、６

月の結果を待ってまた今後協議していきた

いなと考えております。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  あの辺の町内の方は安全運転で問題ない

と思うんですけども、やはりいろいろな方

が通られると思いますので、私は非常に心

配をしております。教育委員会が大丈夫だ

という判断をくだされば、それはそれで私

はそっちを尊重したいと思うんですけども、

非常に心配をしております。見ますと、真

ん中のバス停の付近はガードレールがある

と、両サイドがないと。また信号を下へ下

っていくと、あそこはもう完璧にガードレ

ールが設置をされてるということで非常に

安全は確保されてると思うんですけども、

あの学校の一番近くの、最近はその植栽も

割かし枯れてきて、ないところもずっと、

ないところのが多いぐらいなんですね。も

うすんべらぼんで、段差は若干ありますけ

ど、非常に私は危険いっぱいかなと実感を

しております。あとは教育委員会、行政が

どう判断されるか私はわかりませんけども、

そういう指摘をいたします。これについて

再度答弁がありましたらお願いしたいと思

います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  今、６月中に各学校から報告を求めてお

りまして、その際には危険な箇所の図面そ

れから写真等も必ず添付するようにという

ことも求めておりますので、その上で全体

を見た中で関係部署とも話し合っていきた

いというふうに考えております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  竹谷勝議員。 

○８番（竹谷 勝君） 

  子どもを、交通事故に遭うというような

ことのないように、我々の務めだと思いま

すので、今御答弁をいただきましたように、

点検結果に基づいて必要なところはきちっ

と安全対策を実施していただきますことを

要望いたしまして、私の一般質問を終わら

せていただきます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上で、豊政クラブの一般質問を終わり

ます。 

  この際、暫時休憩といたします。 

  再開は、午後１時といたします。 

（１１番・平井政義議員退席） 

（午後０時００分 休憩） 

（午後１時００分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、豊民クラブの一般質問を行います。 
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  持ち時間は、質問及び答弁を合わせて１

２０分とします。 

  井川佳子議員を指名いたします。 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  皆さん、こんにちは。 

  豊民クラブ、井川佳子、質問させていた

だきます。 

  通告書に従いまして質問させていただき

ますので、理事者側におかれましては親切

丁寧、私にもわかるようにお答えいただき

ますように、よろしくお願いいたします。 

  では、まず第１項目です。 

  平成２４年度豊能町一般会計予算の件に

対する付帯決議への対応についてお尋ねい

たします。 

  平成２４年度豊能町一般会計予算の件に

対する付帯決議といたしまして、保健セン

ターと豊悠プラザ機能統合について、行政

側から示された案に、旧吉川幼稚園を使う

のであれば耐震を行って使っていただきた

いという付帯決議を出したところでござい

ますが、この質問を出したときにはそうい

うお答えが返ってなかったので質問をつく

らせていただいてまして、きのう、保健セ

ンターと豊悠プラザ機能統合に係る施設整

備についてという整備方針とか、それから

整備計画とかお示しいただいたところでは

ありますが、あえてまたこれを聞かせてい

ただこうかなと思っております。 

  先ほど御質問されてたのを拝聴いたして

おるところでは、旧吉川幼稚園の耐震化を

図るのに幾らの予算が要るというふうに見

積もっていらっしゃらないという答えをし

てらっしゃったと思うんですけれども、で

も双葉保育所では6,０００万円かかったと

いうので、多分、旧吉川幼稚園の耐震化も6,

０００万円かかるのではないかというお考

えのもとでそういうお考えだったと思うん

ですけれども、でも私思うに、耐震化と申

しましても、書かせていただいているとお

り、ピンからキリまであると思うのです。

例えば筋交いだけ入れるとか、そういうこ

とでしたら6,０００万円も本当に要るのか

なというところがちょっとわからないんで

すけれども、そういうようなことはお考え

ではなかったのでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えいたします。 

  耐震化するにもいろいろな方法等がある

ことは承知しておりますが、私ども耐震化

しないということとしましたので、その方

法とか金額等につきましては検討いたして

ないということでございますので、よろし

くお願いいたしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  もし耐震化を図れば、町のお金だけでは

なくて国の補助金が受けられるような事業

があると聞いていたのです。そういう事業

も検討されて大きな意味で考えられなかっ

たのかなと思うんですけれども、そういう

ことは調べられたりとか検討されたりとか

いうことはなかったんですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えいたします。 

  平成２５年度までの国の補助事業で、空

き家再生等推進事業というのがあることは

承知しておりましたが、費用の２分の１に

ついて国の補助があるというのは聞いてお

りましたが、私どもは前の吉川幼稚園の整



 

 2－31 

備計画につきましても、今回につきまして

も、もう耐震化しないということにしてお

りましたので、検討等は十分行っていない

ということでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  空き家再生事業を利用すれば補助金がお

りて２分の１は見てもらえるというのがあ

るのを御存じで、なぜそれを使わないのか。

先ほど聞きましたら、総合的にそのあたり

を整備するという計画があるということを

おっしゃってたのでそれもあるのでしょう

けれども、町のお金がないので、やっぱり

国の補助金とかを使って取り込んで進めて

いくべきだと思うんです。例えばプレハブ

を建てるにしろただでは建たないですよね。

ですからやっぱりその補助金を使って、吉

川幼稚園を使ってもよかったのではないか

と思うんですけれども、そういう考えがな

くてそっちにいったのは何か根拠があって

のことなんですかね。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中副町長。 

○副町長（田中 守君） 

  今のお答えをさせていただきます。 

  再生化事業を行う場合、計画を組まなけ

ればならないという中でやりますと、豊悠

プラザと保健センター統合が平成２５年３

月末にはできないということもございます。

建物をする場合、豊悠プラザ等の施設にす

る場合、空き家再生はコミュニティ等の育

成という、施設ということになっておりま

すので補助対象基準外になるんじゃないか

なと。 

  それとまた先ほど申しましたように、総

合的に整備をしていく中で、その補助金を

受けたことによってその施設がどないもで

きないと、邪魔になるというような場合も

出てきます。また補助金の返還という可能

性も出てくる場合があります。そういうこ

とで今回は担当部局のほうと調整をして、

利用しないということでプレハブに変えた

と、先ほど全員協議会で説明したとおりの

方向で変えさせていただきましたので、そ

の点は十分御理解願いますようお願いいた

します。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  総合的な計画に立っていくときに、国の

補助金を使って吉川幼稚園を整備したとき

に、補助金を使ってしまったために返って

それをつぶせないとか、そういう状況が起

こるかもしれないというような観点なのか

なと私解釈したんですけど、それでよろし

いですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中副町長。 

○副町長（田中 守君） 

 お答えします。そのとおりでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  では、きのうお示しいただいたとおり、

あのプレハブを使って、そして障害者スペ

ースは保健センター内に確保するというこ

とを書いてらっしゃいました。プレハブに

福祉団体であるとかも入っていただくよう

になるんですね。 

  それで、プレハブ建てなくても、例えば

ですよ、保健センターの中にその社協であ

りますとかボランティアの方たちを入って

いただいて、吉川幼稚園は耐震化できてな
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いけど、でも各種健診等を吉川幼稚園の中

でするような計画であるならばプレハブも

要らないのではないかと思うんですけど、

この件につきましてはいかがでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えいたします。 

  当初計画のときに御説明も差し上げたん

ですけど、保健センター内に前の豊悠プラ

ザの機能はみんな持ってこれないというこ

とで、吉川幼稚園は耐震化しないで使おう

ということでございました。今回、議員提

案のとおり、保健センターの事業をそこで

やったらどうかということでございますが、

基本的に耐震化されてないということも考

慮しまして、先ほど副町長も説明しました

とおり、あそこの吉川幼稚園は使わないと

いうことになっておりますので、そういう

ことは考えておらないということでござい

ます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  以前、保健センターに伺ったときに、さ

まざまな健診がかなり頻度で保健センター

を使うので、そこにはそういう常時いられ

る団体が入るスペースはないという御説明

を受けたんですけれども、それでプレハブ

を建て、また総合的な計画に基づいてそれ

を使うときであれば、プレハブならまた建

てかえ可能なのかなというような感じで全

体の計画を練ってらっしゃるのかなと推測

するところではあります。また見守ってい

きたいと思うので、この件についてはその

ように御対処いただいたということで見て

いたいと思います。 

  では、光風台のエスカレーター問題につ

いてなんですけれども国の補助金があると

きにやはりつけかえるべきだと思うんです。

子どものお子さんの教育でも、要るときに

要る教育をするというのがとても効果が上

がる教育方法として、いろいろ、モンテッ

ソーリとかですとそういうところで紹介さ

れているとこですけど、やはりエスカレー

ターにつきましても、あるときにあるもの

を使うというふうに対処していくべきだと

私は思うんです。３月にも同じ質問をさせ

ていただきましたけれども、そのときには

光風台駅前エスカレーター代替案の検討会

議の報告書を見て考えるというお答えだっ

たのです。もう既に届いていらっしゃいま

すし御検討もいただいたと思うので、また

６月に聞かせていただこうと思ってお聞か

せ願いたいです。よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  エスカレーターに係る国庫補助金につい

てでございますが、今のところその補助金

制度がなくなるという情報は入っておらな

いところでございます。 

  報告書におきましては、５年間の期間を

延長して運転を行うことになっていますの

で、５年間の猶予期間内に今後の動向やエ

スカレーター自体のニーズの進捗等を考え

ながら、必要であれば再度検討の場を設け

て対応していくというふうに、報告書にあ

るとおり進めていきたいと考えております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  ５年間の中で考えるとおっしゃいました。

５年間の始まりは今もあるわけです。です
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から問題を先延ばしにするだけじゃなくて、

やはり常に新しい補助金をとりにいくよう

にかかっていただきたいのです。やはり今

とりかからないと、５年間の間でするとい

って先延ばし先延ばししてるとうまくいか

ないように思うんですけれども、どのよう

にお考えなんですかね。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員にお願いいたします。もう

ちょっと具体的にお願いします。質問を変

えてください。具体的に言ってください。 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  今、通告書の③に書かせていただいてま

すとおり、今とりかからなければ問題を先

延ばしにするだけだと考えているので、そ

の点について、５年間の中で考えるという

のではなく、今するべきことがあると思う

んですけれども、その点についてお伺いし

たいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  この光風台のエスカレーターの問題につ

きましては、そもそもそのメンテナンスを

行っておりました業者が、設置後２５年間

経過すれば部品等が供給できなくなるとい

うことから、町が５カ年計画の中で、平成

２６年度で廃止をさせてほしいということ

で計画を上げたものでございます。ところ

がそういう協議会を、代替検討委員会で話

をしておって、その中で町のほうと業者の

意思疎通が図れてなかったということで、

５年間は今までと同じような状況でフルメ

ンテナンスが可能だというふうに業者のほ

うが申し出てまいりましたので、町も５年

間は責任を持ってフルメンテナンスをやり

ますということで検討会に報告をさせてい

ただいて、その５年間延びたわけでござい

ますけれども、その間に国の動向とかそう

いった業者等の情報とか、そういったよう

なものについては自治会の代表者等にその

都度連絡をして意見交換をしておくという

ようなことで、意思疎通を今後図っていき

たいというふうに思っておりますのでよろ

しくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  フルメンテできるのが当初より５年間延

びたということで、それはお聞きしてたん

ですけど、その５年間放ったらかしじゃな

く、やっぱり地域住民の方とちゃんと意思

を疎通して前に進めていきたいというふう

にお考えなのですね。 

  通告書４番のところに書かせていただい

たんですけれども、以前お伺いしたときに、

光風台駅前エスカレーターは特定地域の利

益と考えるというふうにお答えいただいて

いるんですけれども、特定地域の利益と考

えるので、やはり委員会の中でも、建設は

豊能町がするけど維持費は住民さんにもっ

ていただくというような話を進めていらっ

しゃって、今それがフルメンテになったの

でという話はあるんですけれども、その考

え方といたしまして、エスカレーターは特

定地域の利益なのでしょうか。私はそれは

まちの魅力と考えて、やはり町がもつべき、

はっきりいって維持費も町がもつべきお金

だと思うんですけれども、その考え方につ

いて答弁ありましたらお答えいただきます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  ランニングコストについて、そのものの

考え方で議員と意見が違うところかもわか
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りませんけれども、もともとランニングコ

ストについて、将来の町の財政を考えたと

きに、本来町が全額をもって維持管理をす

るべきものかどうかというところからスタ

ートして、それは住民の方々と十分意見交

換をやりたいということで検討委員会をさ

せていただいたということでございます。

町側も、町の置かれている財政状況という

のについては検討委員会の中で十分説明を

させていただいたというふうに思っており

ます。また住民の方々も独自に、町の財政

状況がどうやという勉強会等を開催されま

して、一定理解を、一定は、負担のやり方

についてはどういうふうにするかというこ

とは決めるところまでいきませんでしたで

すけども、一定の負担はやむを得ないので

はないかというような検討会の中身であっ

たというふうに理解をしておりまして、

我々としては一定、今後エスカレーターを

更新をしていく話をするに当たりましては、

やはり地元負担ということも含めて今後検

討させていただきたいというふうに思って

おるところでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  ここで話しても平行線なのかもしれませ

んけれど、でもやはり住民の代表として述

べさせていただきたいのは、やはりまちの

魅力と考えていただいて、働く人を応援し

ていただきたいと思うのです。若い、通学

する人たちも応援してほしいと思います。 

  では、同じような意味でバス問題につい

てなんですけれども、現在の北大阪ネオポ

リス線の一部、特に通勤・通学時間帯を箕

面グリーンロード経由の便にするという要

望を、平成２４年２月３日に交通特別委員

会の委員長それから副委員長、町の方もそ

れから議長副議長も一緒に阪急バスに出向

いて要望を上げていただいた結果、周りの

茨木とか箕面市の住民の方もこれには乗る

ので、それは減便につながりかねないし、

また増便するにしても新車を購入できない

しというようなことを御答弁いただいてた

書類は、交通特別委員会の中でも御報告い

ただきましたし、また見させていただいて

るとこではあるんですけれども、そこをち

ょっと一歩踏み込みまして、通告書にも書

かせていただきましたが、せめて朝２便、

夕方２便だけでも、西地区のバスに1,００

０万円の補助金をおろしているように、町

から費用をつぎ込んで運行していただくよ

うな計画をぜひ立てていただきたいんです

けれども、その辺の考えをお聞かせくださ

い。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  町の助成金を出してでも希望ヶ丘の千里

中央線を、箕面トンネルを通って、朝晩２

便ずつでも走らせてほしいという御要望で

ございますけれども、これについては先般、

阪急バスへ行って、交通特別委員長、議長

等がお願いをしていただいたわけでわけで

ございますけれども、やはり今現在では希

望ヶ丘から乗っていただく方、あるいは茨

木・箕面市内で乗っていただく方といいま

すのは、茨木・箕面で乗っていただく方の

ほうが利用が多いということで、向こうは

やっぱりなかなか廃止すると、こっち側が

向こうへ行ったら向こうは違う代替をせな

いかんというようなことで、阪急とも、阪

急はやっぱり難しいと。以前に僕もお話し

したことありますけれども、それはやはり

朝２便、１時間で行って帰ってきたら往復

２時間ほどかかりますので、車２台それか

ら運転手２人というようなお金をいただか
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なければできないというような話になって

おります。ただそれが、それだけの西地区

にお金を出しているのであれば、希望ヶ丘

にもそういうふうな施策があってもよいの

ではないかということだと思いますけれど

も、これについてはすぐになかなかこうや

というわけにはいきませんけれども、阪急

バスとも今後は交通特別委員会も入れて、

そういう実現ができるのかどうかというこ

とにも含めて、阪急バスとも話し合いはし

ていかなければならないのではないかなと

いうふうに思っておりますけれど、相当の

お金が要るのではないかというふうに思っ

ております。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  赤字路線ではないというふうに聞いてま

す。でもそれは希望ヶ丘からたくさん乗る

のではなく、途中の箕面であるとか茨木の

方が利用されているのでそうなのだよとい

うのは、もう十分理解しているところなの

ですが、一歩譲って朝２便、平日だけ、そ

ういうのがあれば、今住んでらっしゃる方

ももちろん便利であるし、またとてもいい

環境の場所であります。きのうも娘と蛍狩

りに行ってまいりましたけれども、やっぱ

り一戸建てに自然の中で住める、しかもそ

のバスがあればそんなに不便なところでは

ない。朝だけでもあれば不便なところでは

ない。ここの中で育って豊能町を愛して育

った子どもたちは、今度社会人になったと

きに、例えば遠くで独立するだけではなく

て、例えばほんの少しの間、独立するまで

の間でも家から通えるような環境を整えれ

ば、少しでも税金を豊能町に落としていた

だけるのではないか、またふるさと納税と

かあるんですけれども、やはりエスカレー

ターのこともそうなんですけれども、やは

り若い世代を応援する、もちろん子育ての

世代も応援するのはそうなんですけれども、

通勤・通学の世代を応援することによって、

やはり出ていく人口を抑え、また中古が８

００万円で買える、あるいは６００万円で

買える、そういうような時代になってます

ので、逆にとらえればその値段で一戸建て

に入れるわけですから、やっぱりそのあた

りをちょっとさわればもうちょっとうまく

いくんじゃないかなという歯がゆい思いで

私もおりますので述べさせていただきまし

た。それはそれでまたお考えいただけると

いう御答弁でしたので、次回への希望をつ

ないで次の質問に移らせていただきますが、

ダイオキシン問題について。 

  では、よろしくお願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  先ほど井川議員から、路線の収益収支の

状況でございますが、以前にも報告させて

いただいたと思いますけれども、北大阪ネ

オポリス線では年間1,３００万円の赤字、

これは平成２１年度の統計ですが赤字にな

っているということで、豊能町では５路線

が運営されておりますけれども、阪急バス

のほうでは毎年２億6,６００万円、これは

豊能町だけではございませんけれども、全

体の路線として２億6,６００万円の赤字に

なってるというふうに報告をいただいてい

るところでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  済みません。前の交通特別委員会で見た

ときには、唯一茨木を通る線と、それが赤
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字路線じゃなかったというふうに認識して

いたので、申しわけありません。ありがと

うございました。 

  では、ダイオキシン問題に移らせていた

だきますが、建設環境部理事兼豊能郡環境

施設組合の水間健二様が、この広報でお知

らせいただいてますとおり、府環境農林水

産部に復帰なされたということを見ました。

それにより、環境施設組合の府からの指導

というんですか、それがすごい受けにくい

状態になっているのではないかと危惧され

ているとこなんですけれども、私のですね。

それはそういう状態があるのかないのか、

お答えいただきます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  お答えします。 

  豊能郡環境施設組合には、平成１２年１

２月から府の環境監という形で派遣をいた

だいておりましたが、今回府の環境担当職

員数の減により、派遣できる余力がなくな

ったというようなことで、従来どおりの派

遣ができなくなったというふうに聞いてお

るところでございます。しかしながら、従

来どおりの技術支援は可能な限り続けてま

いりたいというふうに聞いておりますので、

そういう状況にあるということです。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  府の余力がなくなったのでこちらいない

というような、そんなちょっと印象を受け

たので、ちょっと残念だなとは思うんです

けれども、でも支援をしていただけるとい

うことでお聞きしまして、わかりました。 

  時間も迫ってきたので③に進ませていた

だきますけども、１年前、希望ヶ丘の集会

所で開かれた、住民の方とそれから町長と

の懇談会におきまして、ダイオキシンはあ

と２年で片づけると町長は断言されており

ました。それはやはりお考えがあってのこ

とだと私は拝聴してたんですけれども、町

長の任期はあと残るところ３カ月になって

いるのですね。このとき２年とおっしゃっ

たときに、次も考えてらっしゃるのねと思

ったんですけど、さてその御意志はあるの

かないのかお答えいただきます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  井川議員の質問にお答えをさせていただ

きたいと思います。 

  確かに私、一昨年でしたか、希望ヶ丘で

そのように申し上げました。鋭意努力をし

たところでございますけれども、今なお交

渉中というところで、御報告ができないと

いうことにつきましてはおわび申し上げた

いというふうに思います。 

  先ほど高尾議員のときにも申し上げまし

たとおりに、ダイオキシン処理も含めまし

て、やはりこれから先、山積した豊能町の

問題を重視し、鋭意努力をしていきたいと

いうふうに思いますので、どうかひとつよ

ろしく御理解いただきますようにお願い申

し上げます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  今、交渉を進めていらっしゃると。本当

にすてきなまちなのにダイオキシンがまだ

高山に置いていただいているような状態で、

２年間という期限つきで置いていただいて

いるだけなんですね、今のところは。それ

はやっぱり問題の解決になっていない。そ
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れを今一生懸命交渉していただいていると

いうことをお答えいただいたんですね。 

  今私が言ったのは、もちろん交渉はして

いただいているというお答えをいただいて、

そこは見守らせていただきたいと思うんで

すけど、そうではなくて、続投されるお考

えはあるのかと質問書に書かせていただい

たんですけど、その件につきましてはいか

がでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  お答えをさせていただきます。 

  先ほど申し上げましたとおりに、ダイオ

キシンだけでなくいろいろな問題点を抱え

ております。財政再建問題あるいは郷土の

まちづくり問題、いろいろな問題を踏まえ

まして鋭意努力をしてまいりたいというふ

うに思っておりますので、どうかひとつよ

ろしくお願いをしたいというふうに思いま

す。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  鋭意努力されたいというお気持ち、私も

じゃあこうやって解釈したらいいのかなと

いう思いと、ひょっとしたら町長が思って

らっしゃる思いと違うかどうかわからない

んですけれども、ではそういうふうに受け

取らせていただいて、次に進ませていただ

きます。 

  では、戸知山利用についてなんですけれ

ども、この広報に、お届けいただいてます

５月号「とよの」広報にですけれど、副町

長直轄担当についてということで、町有地

の有効活用を進めてまいりますというふう

に御報告いただいております。町有地とい

うと例えば戸知山も含まれるんであろうと

いうふうに考えているんですけれども、今

この戸知山利用についてどのように活用し

ようとされているのか、まずはお尋ねいた

します。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  田中副町長。 

○副町長（田中 守君） 

  お答えいたします。 

  まず前段の直轄担当の件でございます。

これは普通財産について、私直轄のほうで、

副町長のほうで対応するということで直轄

担当をつくってつくられたものでございま

す。だから今おっしゃったように、戸知山

も現状は普通財産でございますので、私の

所管になろうかと思います。 

  この件につきましては、一昨年、町長の

ほうから関係部長に、各部で戸知山の活用

についていろいろな方法があれば提案をし

てほしいということで、いろいろ各部局か

ら部長経由で提案をいただいたものでござ

います。それを踏まえまして、戸知山につ

いては、現状の中では皆様御承知のとおり、

前段ではクリを植え、また桜の会から桜を

いただき、桜を２００本植樹をしたと。ま

た今モミジ等も植栽をしておるという状況

の中にございます。今の状況では、各施設

にエリアをつくり、大きくいえば保安林の

ある木代側、一番端の木代と川尻、高山の

境界付近が保安林でございますので、その

辺には自然学習の森とかそういうものを活

用して、町民に森林に親しんでいただく場

所を考えていったらどうかということです。

大々的な考え方は、これはまた、今、山を

緑を守り、井川議員も非常によく御承知の

とおり、森林の保全という一つの観点から

やっていきたいと。活用についてはまた将

来、我々の代じゃなくて次の世代がまた新
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たに考えていただくということも一つやと

思います。我々としてはあの緑を保全して

いきたいということで、戸知山活用基本構

想、先般私のほうでまとめまして、各部長

に話して、中をどうするかということを検

討するように今お願いをしてるというとこ

ろでございます。現状はそういうことでご

ざいますので、今のところそのような活用

方法を考えていきたいと思っております。

費用のかからない方法で検討していきたい

と考えておりますので、よろしくお願いを

したいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  政策担当課だけではなく、各部の提案を

お聞きいただいて、そして政策を進められ

ているということを聞いて、とても頼もし

く思ったんですけれども、豊能町の魅力に

やはり緑豊かなとか、必ずまくら言葉のよ

うにつきますように、本当に緑豊かなとこ

ろです。その緑はただあるのではなくて、

やはりだれかが世話をしているので美しい

緑が保たれているんですね。そこをお世話

をしてない、息をして酸素を吸ってる私た

ちはやっぱりそれを考えないといけないと

思うんです。日々どなたかかが努力をして

いるから緑が豊かな豊能町になっているん

だというところを、私たちもやっぱり考え

ていかないといけないところだと思います。 

  今、戸知山の利用としては、緑を守り森

林の保全に力を入れているということでお

答えいただきました。活用は次の世代にと

おっしゃってますが、でも私、公約の１個

に掲げさせていただいてまして、あなたの

勝手でしょうと言われるかもしれないんで

すけど、でもあの戸知山のすばらしさを私

は、森林を歩いているときに思ってました

ので、ぜひこのすばらしい、どこがすばら

らしいかといいますと、山があります。そ

この中にもう既に道路がついてるんです。

あれを利用すれば、例えば豊能町のハイキ

ングロードとか、例えば今よく自転車で豊

能町まで上がってこられる方たちへのサイ

クリングロードの提供でありますとか、ま

た新たな展開、あと、やっぱりおなかがす

けば空気のおいしいところでお食事もした

んでしょうし、すてきなレストランがあれ

ばどうかしら。ただのレストランじゃなく

て、ちょっと特殊というか、例えば少し行

ったところにあるんですけど、イギリス風

を凝ってみるとか、イギリス風でなくても

いいです。豊能流でも、何か民芸調、どこ

かにないレストランがあればいいなと。例

えば食育の面でも、ウインナーつくるとこ

ろってよくハーベストの丘とかでもありま

すけども、そのウインナーを子どもたちと

つくってみるとか、それから豊能町でとれ

たお野菜を使って、そういうことにこだわ

った、無農薬のお野菜にこだわったレスト

ランをしてみるとか、そういうすごい発展

もあると思うんですね。またそういうこと

もお考え合わせいただいて考えていただき

たいと思います。 

  ②の質問、移らせていただくんですけれ

ども、戸知山へのハイキングプランという

のを拝見したことがあります。でも今、常

時町民の方にお散歩コースとして開放して

いるわけではないのですね。今すぐではな

くてもそういう、今申しましたようなお散

歩コースでありますとか、またハイキング

ロードに開放するとか、そういう計画はな

いのでしょうか。お答えください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 
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  お答えをさせていただきます。 

  井川議員の御質問のとおり、私も同じ考

えを持っております。戸知山につきまして

はすばらしい自然が残っている、里山構想

を続けてまいりたいというふうに思ってお

ります。その枠の中で議員の皆さんも御尽

力をいただければありがたいかなと、行政

でやっておりますので、ボランティアで皆

さん募集して整備事業をしていきたいとい

うふうに思っています。その枠の中で、今

開放するということなんですけれども、や

はり火の用心の問題、いろいろな問題等々

を踏まえますと、ある一定の枠組み、整備

ができ上がってからのほうが入っていただ

きやすいというふうに私は思っております。

おっしゃるとおりに自転車も今、戸知山へ

来られて御存じのとおり平野へ降りられる

ようなあの道路を走っておられます。平野

の方から非常に御迷惑やということでおし

かりも受けてますけれども、そういうもの

づくりを考えつくためには、やはり基本的

に整備をしなくてはならないということが

ございますので、その辺につきましては今、

副町長が申し上げましたとおり、我々行政

としては構想を練っております。どうか議

員の皆さんにおかれましても御尽力をいた

だきますようにお願いを申し上げたいとい

うことでお願いしておきたい。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○２番（井川佳子君） 

  今、整備中ということで、本当にとても

楽しいところ、自然豊かなところでありま

すが、やっぱり行政としてそこを開くなら

ば事故のないようにということを考えない

といけない、それから火事があっては困る、

そういうリスクをうんと小さくするような

考えで整備していかなきゃいけないという

のはわかりますので、ではまた新しい、す

てきな計画を聞けることを期待して、私の

質問を終わらせていただきます。ありがと

うございました。 

○議長（福岡邦彬君） 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は午後１時５０分といたします。 

（午後１時４２分 休憩） 

（午後１時５０分 再開） 

○議長（福岡邦彬君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、橋本謙司議員を指名いたします。 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  １番、豊民クラブの橋本です。 

  通告書に沿って質問させていただきます

が、もう既に幾つかの質問が重複していま

すので、順を変えて質問させていただきま

す。ついては、理事者におかれましては的

確で誠意ある答弁をお願いいたします。 

  まず最初に、環境保全条例について質問

させていただきます。 

  今現在豊能町では、きょうの朝からも人

口流出の件等々ありましたけども、やはり

今後の高齢化、また人口流出等々を考える

と、空き家だとか空き地が今後ふえてくる

だろうというふうに考えております。そん

な中で、今既に、今までの議会の中でも質

問が出てましたけども、所有者の管理が行

き届かないというようなケースが多く見ら

れてます。その中で、住民等から相談だと

か苦情等々の実績等をもし把握されていれ

ばお聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  お答えします。 

  空き地、空き家等の住民からの通報とい
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いますか苦情、広い意味での苦情というの

は、例年数十件寄せられておるところでご

ざいます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  その中で、当然今現在でも環境保全条例

があるわけですから、町の指導、勧告、命

令というようなものに対して、当然従って

いただくケースというのがあろうかと思う

んですが、その中でそういうようなものを

指導、勧告、命令を出しても改善されない

ようなケースというものは、そのうちどれ

ぐらいあるんでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  まず、先ほど申しました数十件に対する

通報とか広い意味での苦情等があった所有

者に対しましては、適正管理を行っていた

だくような指導文書を送っております。先

ほどおっしゃいましたように、是正対策が

全く進捗を見られない所有者につきまして

は、環境保全条例に基づいた勧告命令書を

送付させていただきました。昨年度にあっ

ては対象者は１件というところでございま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  今先ほど、指導文書の件、あとは勧告、

命令の件、御紹介いただきましたけども、

その中で命令までしたというふうな中で、

その後の対応の状況というのか進捗はある

かどうかお聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  命令書まで送付させていただきました、

空き地管理を怠った状態のまま放置してお

られる方への対応状況を、順を追って御説

明させていただきますと、命令書は昨年の

９月に送付させていただき、命令処置期限

まで待ったわけでございますか、その期限

が到来いたしましても何ら是正措置がとら

れなかったことから、担当といたしまして

はまず顧問弁護士さんに、どのような手段

があるかを御相談させていただきました。

それでまず弁護士さんがみずから、事務所

と弁護士名の名前で文書を送達してみよう

ということを提案いただきまして、それに

お願いしたわけでございますか、その文書

も受け取り拒否という形で返送されてきた

ことから、あと、再度弁護士さんに相談し

ましたが、現行の条例でいきますとそれ以

上のなかなか手段はとりがたいものがあり

ますが、やはり今、従前からもいろいろと

問題になっているところであることから、

職員が命令書を送付した使用者宅まで数回

訪問し、そこの集合住宅でしたので、管理

人さんにこの旨で訪ねてきたけども、いつ

ごろお会いできますかとか、メモを入れさ

せていただきたい等の対応をしましたが、

なかなか反応がなかったと。一度訪ねたと

きに本人らしき方とお会いすることはでき

ましたが、職員が一方的に話しかけるのみ

で一切反応がなく、そのまま立ち去られて

しまったという状況でありまして、我々と

しましては何らかの連絡がとれたら対応が

できるのにと、そういう状況で今日まで至

っているという状況です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  私も、部長並びに担当部局ともいろいろ

相談させていただきながら動いていただい
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ているということは十分認識はしてますし、

非常に御足労をかけてるなというふうには

感じてます。ただそんな中、やっぱりこれ

は近隣の方も困っておられるし、やっぱり

安全・安心という意味からでも、今、草と

かじゃなくて木が生えてるといいますか伸

びてきているというような状況になってま

す。やはりそんな中で、非常にどうしたら

いのかなというふうなこともありますし、

近隣の市町村ではその環境保全条例に罰則

規定を設けるというようなことをされてる

とこもありますけども、ただそれがすべて

の解決策かどうかというのは確かにわから

ないとこあります。ただ一つの抑止力には

なるんちゃうかなというふうには感じてま

すけども、そのあたりはどのようにお考え

でしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  お答えします。 

  一般的に罰則規定というのは、当該行為

の抑止力として働くというのは期待される

ところでありますし、そういうことを期待

して設けられるものだと思っております。

しかしながら、現在本町の状況を考えてみ

ますと、短絡的に環境保全条例に罰則規定

を設けるという答えにはなかなか到達し得

ないのではないかと考えておるところでご

ざいます。といいますのは、ほとんどの方

が指導文書で対応いただいている。今回問

題になっております、最後もう弁護士さん

に御相談申し上げた方は、みずからの宅地

をフェンスでかこっておられて、結局財産

権の侵害になるような事態を防いでおられ

るというふうに解釈せざるを得ない状況で

ございますので、町として強制的に排除と

いうのはなかなか厳しいものがあるし、な

おかつこのような事例では罰則規定がその

抑止力としての効果が期待できるのかとい

うのは甚だ疑問であろうというふうに考え

ておるところでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  本来、こういうのは自己責任で管理すべ

きということは十分認識はしてるんですけ

ど、やっぱりこれは、先ほどおっしゃって

いただいたように、抑止力にはなると思う

けども、今現状のほとんどのケースはもう

そういうような指導文書等々で改善をして

いただいてると、それは十分認識はしてま

す。ただやっぱり今現在、もう既に困って

おられる方が１件でもあるというような中

で、やっぱりこれはちょっと今後のまちづ

くり、また今後の状況ですね、やっぱり高

齢者の方がふえてくる、人口がどんどん出

ていく方がふえてくるなってくると、やっ

ぱり同じような問題というのは今後も出て

くる可能性があるんちゃうかなと。当然先

ほど申し上げたように自己責任で管理すべ

きということは当然なんですけども、やっ

ぱりその地域の安全・安心を守るというよ

うなこと、あと困ってる住民の方が泣き寝

入りをせなあかんという状況は何とか避け

なければいけないんちゃうかなというふう

に思ってます。先ほどの環境保全条例に罰

則規定を設けるいうことがすべてではない

というふうに思いますけども、それであれ

ば何らかの、こういうような今起きている

問題を改善する方法、今既に町のほうもあ

る程度御尽力いただいてるということは十

分認識はしてますけども、何らかのやはり

手続上といいますか対策というのは要るん

じゃないかなというふうに考えますけども、

そのあたりはどのようにお考えでしょう。 

○議長（福岡邦彬君） 
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  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  先ほど申し上げましたように、環境保全

条例の中に罰則規定というのは、本件の空

き地対策のみをもってするというのはまだ

まだ疑問点が多分にあろうというふうに考

えておるところでございますが、さらに罰

則規定が刑事罰に相当するものかどうかと

いう問題がありますので、その辺の手続的

なものですね、いわゆる刑法で定める罰の

うち自治法が認めている罰を条例化すると

いう場合は、当然最終的には司法の判断で

罰則を科すことになりますので、それに対

して検察関係とその条例案について協議し

なければなりませんし、条例罪刑法定主義

という法律の大前提がございますので、ど

のような場合に罰則を科するんだという条

例上の明文化とかいうような、種々検討し

なければならない点は多分にあるというの

は我々も十分知っているところでございま

すが、環境保全のこの条例全体の中では、

空き地も、ほかの分、大気もダイオキシン

問題も騒音もすべて保全条例の中で規定し

ておりますので、先ほど申しましたように、

この空き地、特定の方の空き地の管理が不

適正であるがゆえに罰則規定というのはち

ょっとまだまだ検討を要するというところ

であろうと考えております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  今ちょっといろいろお答えいただきまし

たけど、ぱっと聞いていると、なかなか検

討に手間がかかるというふうに聞えたんで

すけど、ただそれは手間がかかってもやる

べきことかどうかという判断が本来必要じ

ゃないかなというふうに思うんですね。た

だこれが１件だからどうこう、別に僕はそ

この方が言うてるかどうかなんて全く思っ

てないですけども、やはり今後そういうこ

とがふえてくるケースがあるんじゃないか、

それを見越して、やはり今からそのあたり

の手を打っておくべきじゃないかというよ

うなことで、今現在申し上げています。そ

のあたりも踏まえて、当然、検討の手間や

時間というのがかかるのは十分わかります

けども、であればどういうふうなことをす

ればこういう問題が解決されるかというと

ころが最終の求めているとこなんですけど、

そのあたり当然私自身も経験の中では、い

ろいろな人にも相談しましたけどもなかな

か難しいということであるのは事実ですし、

そのように認識はしてますけども、行政の

中で今対応はなされない、ただそういう状

況の中で最大限の、最善の努力はしていた

だいているというのは十分認識してますけ

ども、これ以上もうどうしようもないとい

うことなんでしょうか。そのあたり最後、

再度御答弁願います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  答えといたしましては先ほどと同じよう

な答えになるわけでございますが、手間が

かかるというのは罰則規定の問題について

ですが、それは時間をかけてゆっくり検討

を加え、かつ関係機関と調整すれば時間で

解決できる問題ではありますが、本町とし

ましてはほとんどこういう事例がないこと

から、特定の方に対する指導・命令が効力

を有しないでも、粘り強く機会を設けて対

応していきたいという答えを用意していた

というところでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 
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  なかなかこの件は、今これ以上は論議が

進まないのかなと思いますけども、特定の、

当然今この問題になっているのは、当然自

己責任で管理すべきということは十分わか

ってます。ただやっぱり困っておられる方

が今現在おられるということも事実ですし、

ただ私自身思うのは、これだけで今後終わ

らへんのちゃうかなと思うし、逆にこうい

うのを野放しにすると、それでもええんや

というふうなことで、ごみ、粗大ごみの例

えば不法投棄ですね、ああいうのも一つお

くとどんどんそこが不法投棄されていくと

いう同じようなケースで、どんどんどんど

ん野放し、放ったもん勝ちみたいなことに

なるんじゃないかと、それをやっぱり今の

数少ないうちから、やっぱり何らかの対処

というのはしておかなくてはいけないんじ

ゃないかという思いで、今この場でお伝え

してます。今までも当然環境基本条例の罰

則規定についてもなかなか前向きな答弁が

いただけなかったということは十分認識は

してますし、きょう申し上げてすぐその回

答が出るとは思ってません。ただ、先ほど

申し上げたように、今後を考えると一歩ず

つでも改善できるような方向でやるにはど

うしたらいいかということでぜひとも考え

ていただきたいと思いますし、今後、多分

町も、今私が申し上げた状況にならないで

ほしいというふうに思ってますけども、や

はりそういうようなことが１件ふえる、２

件ふえるとなってくると軒並みということ

も考えられますから、そのあたりの対処と

いうのはぜひともお願いしたいなと思いま

すが、最後に、再度御答弁だけお願いしま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  川上建設環境部長。 

○建設環境部長（川上和博君） 

  罰則規定が、先ほど申しましたように抑

止力として働くことは期待できるという考

え方は持っておりますので、それらについ

ての今後幅広く検討を進めてまいりたいと

思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  私自身も当然、行政が動いていただいて

いるということは十分認識はしてますので、

それを責めるつもりは全くありませんけど

も、僕自身、環境保全条例に別にこだわっ

ているわけではなくて、実利のある行動を

起こすためにはどうしたらいいかという観

点でぜひとも考えていただきたいなと。別

に環境保全条例をつくったところで、その

改善がなされなければ全く意味がないもん

ですから、そのあたりも含めてぜひとも御

検討いただきたいなということでお願いし

ておきます。 

  それでは次の質問に移ります。 

  情報発信について、３月議会で質問させ

ていただきました。そのときに例えば町長

のあいさつを動画配信してはどうかだとか、

ブログ、ツイッター、フェイスブック等で

の情報発信をしてはどうかということで御

提案をさせていただきました。そのときに

行政としても提案内容を含めて十分検討し

て、今以上に情報発信をしていきますとい

うふうな御答弁をいただきましたけども、

それ以降何らかの検討等々は進んだかどう

かお聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  ３月の定例会の御質問あった町長のあい

さつの動画配信というようなことを検討し

たかということでございます。これについ
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ては町長とも話し合いをさせていただいた

ところでございますけれども、町長のほう

が動画配信、動画というのについては余り

前向きではないというところで、広報等に

ついては町長の写真だけじゃなくて、今現

在高齢者の協働セミナー等々も始まってお

りまして、町長のほうも指導等に行ってお

られたりしますので、そういったような関

連で写真等をできるだけ多く配置したよう

な形で、幾分かは改善してまいりたいとい

うふうに思っております。 

  また、ブログとかツイッターというのに

ついては、箕面とかそういったようなとこ

ろを見せていただきますと、ホームページ

の中でブログ等が利用されてるという現状

にございまして、だんだんとそういうふう

に広がりつつあるのかなというふうには思

っておりますけれども、直接今現在、今後

ホームページ上にそういったようなものを

載せていくというやつについては、今のと

ころまだ前向きには検討しておらないとい

うのが現状でございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  非常にちょっと残念やなと感じました。

ただ町長がおっしゃる動画配信は、まだ町

長自身がその気ないという話、それは世代

の差かなというふうに思ったりもしますけ

ども、ただこれ情報発信については、多分

これでいいということはきっとなくて、や

はりできることがあればできるものからや

っていくほうがいんじゃないかなというふ

うに思います。ただ、今、総務部長からも

ありましたように、当然機会あるごとにそ

の場でお話しされるということも当然大事

なことかなと思いますけど、今現在当然ホ

ームページには、活字のあいさつ文が載っ

ているような状況です。やはりなぜ動画が

いいかというと、多分活字だけで見るより

も実際言葉を発せられている表情、内容

等々も踏まえながらやはりしていくほうが、

思いというのが通じやすいのではないかと

いうことと、あとはそういうようなことを

ホームページで発信することによって、１

人でも多くの方に見ていただくというふう

なことで、当然機会あるごとにしゃべられ

ることも大事やと思いますけども、そうい

うふうなこともぜひ考えていただきたいな

というふうに思います。ただそこは、多分

町長の意志なので、なかなか難しいとこも

あるかなと思いますけども、ただもう１個、

やっぱり先ほどのブログのお話等々もあり

ましたが、今のところ前向きに考えたいと

ころですという御答弁は、僕は非常にちょ

っと悲しいなと思いまして、別にこれブロ

グだけが僕はいいと全く思ってないし、た

だやっぱり情報発信の工夫ということを、

僕は常々していくべきちゃうかなと思いま

すし、やはりちょっとでも前向きにぜひと

もしていただきたい。そのあたりは別にこ

のブログにこだわらず、前向きなことはや

っていただきたいなと、当然日々ある程度

その辺の話は受けとめながらやっていただ

いていることは十分認識はしてますけども、

やはりもう一工夫含めてぜひともやってい

ただきたいなというふうに思いますけども、

再度、総務部長の答弁お願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  橋本議員の質問にお答えをさせていただ

きたいと思います。 

  今、総務部長が動画発信、私の動画発信

についてというお話でございましたけれど

も、誤解を招いてるなというふうに思って
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おります。私の動画発信ということになり

ますと、何か町長の宣伝してるんじゃない

かという分が、私はちょっと控えめなとこ

ろがございまして、私の動画発信をするよ

りも、それぞれやっぱり豊能町でいろいろ

な流れの中で活動しておられる方の動画発

信をしていただいたほうがいんじゃないか

という総務部長との話の中でそのようなお

答えになったということを御理解いただき

ますようによろしくお願いします。別に私

といたしましてはそれを否定してるわけで

はございませんので、よろしく御理解のほ

どお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  続いて、乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  議員御指摘のとおり、ブログとかツイッ

ターというのは情報発信の一つと、広報手

段だというふうに思いますけれど、町とし

てはホームページあるいは広報等を中心に、

できるだけ多くの情報が載せられるように

今後も検討してまいりたいというふうに思

っておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  今、町長が御答弁いただきました。あり

がとうございました。 

  ただ１個、これはホームページのいいと

ころで、広報紙やったら載せるスペースが

限られてます。だから多分町長のことを載

せるよりもほかの人を載せてやって、その

思いはすごくわかります。ただホームペー

ジの場合はある程度の、当然容量の問題も

あるかもわかりませんけども、そのあたり

さほど関係ないかなと思うので、ぜひとも

再選した際は、ぜひとも動画配信も含めて

検討いただきたいなと思ってます。 

  あと、今いただきましたけども、多分今

現在ホームページ見てみると、きっと見る

意思のある人は多分見にいく、多分見る意

思のない人は見れない、それは当然のこと

やと思うんです。ただ情報更新がされたか

どうかというのがわかりにくかったりとか、

あともう１個は、やはり興味深く見てもら

える情報かどうかということもやっぱり一

つ重要じゃないかなと、そんな意味で、別

にブログがいいと思いませんけども、例え

ばブログでの情報更新を例えば週に１回で

もしていく、それが変わったらどんな情報

が載ってるかって見てもらえるというふう

なことも必要じゃないかなと、だから別に

それは情報のソースの内容もそうだし、や

っぱり伝え方という工夫もぜひともしてい

ただきたいし、別にこれは豊能町が発信で

はなくて、いろいろなところでやってます。

そういうようなことも踏まえて、ぜひとも

前向きに検討いただきたいなというふうに

思います。 

  その中で１点だけ紹介しておくと、次の

質問にも書いてますけども、やっぱりその

見せ方ということもさることながら、その

受け身的な情報発信、どうしても見てくだ

さいよということだけじゃなくて、やっぱ

りその能動的な情報発信ということにも変

えていく必要があるんじゃないかなと。そ

ういう意味で、例えば佐賀県の武雄市なん

かの市長はやってましたけども、そのフェ

イスブックを活用したと。そのフェイスブ

ックというのは何やいうたら、その情報が

例えば市長が、町長が何か更新された、部

長でもいいです、更新されたらその情報が

更新されたということが、そこに登録して

る会員、例えば僕が登録したらそこにくる

んですね、更新されてますよと。やっぱり

そういうふうなシステムをやっぱりもうち



 

 2－46 

ょっと勉強していただいて、より多くの方

に情報を受けていただけるようなこともや

っぱり検討いただいたらどうかなと、状況

によっては例えばそういうような非常時の

災害の発信なんかも、そこに登録していた

だいている方はそれで発信したりとかいう

ようなこともできますから、ぜひともその

あたりも勉強というか研究をぜひともして

いただきたいなというふうに思います。何

度も言いますけど、ぜひとも前向きにお願

いしたいなというふうに思います。 

  次に移りますけども、広報「とよの」で、

６月号に特集として、町組織の主な業務内

容ということで紹介をされてます。これを

見させていただいて、そうやな、こういう

ことやってはるなという、僕も再認識をし

た次第ですけども、これを載せられた一つ

の目的は何かということをお聞かせいただ

きたいなと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  広報に、町の業務の紹介という形で載せ

て、６月号初めて載せていただきました。

これについては町としては総合計画で協働

のまちづくりというのを先ではやるという、

やっていきたいというふうに考えておりま

して、町長との住民の方との話し合い等を

聞いておりますと、住民の要望だけじゃな

くて、役所自体がどういう仕事をやってい

るか、あるいはこういうときにはどこへ行

ったらいいのかというようなことが、我々

はある程度、常識ということないですけど

も、そういうレベルでおるんですけども、

住民の方ではわからないというようなこと

がございます。そういったようなものがあ

りまして、今度高齢者セミナーについては

１６回の研修といいますか説明といいます

か、そういうのんをやらせていただきたい

というふうに思いますし、広報でもそれぞ

れの部の紹介、今どういうことを、今回載

せていただいたやつは高山での状況、それ

から豊能町の農業の状況いうようなことを

載せていただいております。今現在は、来

月号には下水道、上下水道部のことを載せ

ようというふうに思ってるところでござい

ます。２カ月に１回程度でございますけれ

ども、部の紹介をしていこうというふうに

思っているところでございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  ありがとうございます。 

  当然その協働のまちづくりに向けてとい

うことで、すごくいいことかなというふう

に思います。ただ、これ見させてもうたと

きに、大体現況というのは大体わかりまし

た。ただ何を困ってるかという課題が非常

にちょっと、文章で書かれておるんですけ

ども、当然こういうことやなってよくわか

りますけども、もうちょっとこの辺をクロ

ーズアップして、どういうことが行政が課

題として持っているか、今後豊能町として

課題なのかということをつかめるような形

で見せるほうが、よりよかったんじゃない

かなというふうには感じました。そのあた

りももうちょっと工夫をぜひともしていた

だけたら、もっともっといいものになるん

じゃないかなというふうに感じましたので、

よろしくお願いします。 

  この中で、多分この内容等は高齢者協働

セミナーというものの中身も多分ある程度

リンクしてくるところがあるんちゃうかな

というふうに思うんですけど、本当はでき

れば情報発信的に、この多分同じ紙面を使

うんであれば、その高齢者セミナーの内容
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を当然事前に今回の町報でもいつに何やる

ということで載せてもうてますけども、そ

こらの広報の仕方についても、やっぱりも

うちょっとリンクさせての形のほうが二度

手間にならへんかったんちゃうかなという

のは率直に感じました。その辺もできたら

工夫をしていただけたらなというふうに思

います。これは別に批判してるわけじゃな

くて、もうちょっとさらによくなるんちゃ

うかなというふうに感じましたので、よろ

しくお願いします。 

  これもせっかくいいものをこうやってつ

くっていかれるので、ホームページに多分

載せておられなかったと思うんですね。多

分ホームページには広報のページとして載

っているかもわからへんけども、実際のこ

のコーナーをもしかしたらつくられたほう

が、今後住民の方が豊能町はどういう課題

持ってるのかとか、どういうことをどこに

いったんやとかいうふうにわかるページに

分けたほうがきっとわかりやすいんちゃう

かなというふうに思いますけども、そのあ

たりはどうお考えですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  ホームページ上の広報のところには当然

出てくるわけでございますけども、それだ

けを別書きといいますか、別出しにして載

せてはどうかということでございます。こ

れについてはちょっと十分、後の企画等も

ございますので、一遍検討を内部でしてみ

たいというふうに思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  ありがとうございます。 

  次の質問にいきますけども、この高齢者

協働セミナーについて、事前・事後の広報

の手法はということで通告書には書いてる

んですが、事前はこちらのほうにも書いて

いただいてます。非常に内容的にも、その

町民の方も興味のある内容をしていただけ

て、非常に御足労をかけるなといいますか、

お手数かけるなというふうに敬意を表しま

すけども、あとこの中でどうしてもやっぱ

り簡単にざくっと見ますと、基本的な情報

を共有したいと考えております、これから

町のことを知りたい、知りたいけれど直接

どこへ行けばいいのかわからないと思われ

る方にとっては有意義な内容となっていま

すと書かれています。確かにそうやと思う

んです。ただもう１点、この中に足りひん

なと感じたのは、どっちかと言ったらこれ

は興味ある人、来てもうたらええでという

ことやと思うんですね。それはまた後ほど。

ただもう１点、やっぱりこれをしっかりや

っていただいた後のその辺の情報提供とい

うのは、例えば広報紙でやる、ホームペー

ジに載せる、先ほど言ったように、どうせ

ホームページに載せるんやったらそのコー

ナー的なものにしたほうがわかりやすいん

ちゃうか。例えばその同じページを使うん

やったらこういう特集にもそういうような

ことでこれとリンクさせたほうがええんち

ゃうかというのはそういう意味ですので、

そのあたりについてどのようにお考えかお

聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  乾総務部長。 

○総務部長（乾 晃夫君） 

  高齢者協働セミナーについては、ホーム

ページそれから広報等させていただいて、

あとの部分については老人クラブそれから

ほかのところへも、各自治会等にも一定、

今度の広報と一緒にまた配布をする方法で
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今現在考えているということでございます。

ただ議員御指摘のとおりに、広報とそうい

ったようなリンクさすということについて

は、また広報の方法については今後、やっ

た成果等の報告等もございますので、どう

いうふうに表示をしていくかということに

ついては、ちょっと検討してみたいと思い

ます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  引き続き、池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  橋本議員の質問に私のほうからお答えを

させていただきたいと思います。 

  高齢者協働セミナーにつきましては、私

も昨年からいろいろと考えてまいりました。

その枠の中で、１週間ほど前だったんです

けれども、農業セミナーのほうで私が師匠

として田んぼへ行きました。そのときに１

５名位の方が来ていただきました。そのと

きに皆さんから、農業セミナーについては

こうだけれども、協働セミナーの分につい

てはどうなんだというようなお話を聞かせ

ていただきました。実はこういう形なんで

すということで説明をさせていただいて、

できるだけ御参加をいただきたいと思いま

すと、御存じの方は来ていただかなくて結

構なんですけれども、御存じのない方がた

くさん来ていただきたいんですということ

でお話をさせていただいたのが事実でござ

います。皆さんそれぞれよく御存じの方も

おられましょうけれども、大半の方が、ど

ういう行政の中で業務をやってるかという

ことについて、なかなか皆さん御存じのな

い方がたくさんおられます。そういう方々

に少しでも知っていただく、これは私の願

いは、住民とやっぱり職員の協働のまちづ

くりの中での接触を多くしていくことがや

っぱり大きな課題ではないかなと、どうし

ても住民と行政は離れていくような感じが

しますので、その点を重視した形でこの協

働セミナーをやらせていただくということ

に決定したということでございます。期待

半分、不安半分でございます。議員の皆さ

ん方におかれましても、やはりうちの課長

がどのようなセミナーを開くのかというこ

とに期待をしていただいて御参加をいただ

ければ、私は幸いかなというふうに思って

おりますので、どうか一つ皆さん方にも御

協力いただき、成功裏におさまるようにと

いうことを私のほうからお願いしたいとい

うことでございます。 

  以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  今、町長のほうから、職員と住民の接触

機会をふやす、これは本当にいいことだと

思います。特にこういうような内容も、多

分住民さんが知らんこともたくさんあるし、

していただかなあかんこともたくさんある。

そこは非常にいいことだと思うんですね。 

  あともう１個、やっぱり僕は今、これ高

齢者協働セミナー、僕は名前を変えたほう

がええんちゃうかという話ししましたけど

も、前回、それはさておき、多分この高齢

者の方々はある程度、多分こういうような

ものに参加する時間ももしかしたらあるか

もわからへん。ただ我々ぐらいの年代にな

ってくると、なかなかそういうわけにいか

ないということもあったりしますから、逆

にこういうようなものでこういうようなと

きに使った資料とかいうようなものについ

ては、できたら公開をしていただいてみん

なが見れるようにしてもうてたほうが、多

分我々の働く世代でも興味をちょっとでも

持ってもらえるきっかけになるんちゃうか

なというふうに思いますので、先ほど申し
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上げたように一つのコーナーをつくってい

ただいて、そこを見たら、こういうことや

ってるのかと、こういう課題あんのかとい

うことがわかるというようなページをぜひ

ともつくっていただけたらなという要望は

しておきます。 

  この情報発信については非常に難しい点

もあります。ただ住民への情報公開という

のも当然なんですけども、もう一方ではや

っぱり町外に向けての情報発信というのも

やっぱりしっかり念頭に置いて頑張ってい

ただきたいなというように思いますし、先

ほどからの高齢者協働セミナーの分につい

ても、参加される方だけじゃなくて、何度

を申し上げますけども住民の皆さんに知っ

ていただけるような工夫等々をぜひともお

願いしたいなというふうに思います。それ

をお願いしまして、次の質問に移ります。 

  ほぼ、きょうの朝から何個か出てますの

で簡単にお聞きしたいなと思いますけども、

平成２４年度の豊能町の一般会計予算の件

に対する付帯決議ということで、これはも

うほぼ昨日の全員協議会、先ほどの井川議

員への御答弁でほぼ理解はできました。そ

の中で、豊悠プラザと保健センターの統合

ということで、豊悠プラザの機能をほとん

ど外に出さなあかんということになると思

いますけども、その中で今現在豊悠プラザ

を利用されている例えばボランティア、社

協、障害者の団体等々との事前の協議、こ

ういうふうになりますよという事前周知は、

説明はしてもうたということでお聞きはし

てますけども、今後もう既に昨日の全員協

議会でお示しいただいた移転先といいます

か、どこで活動いただくかというようなこ

とが大体示していただきましたが、それを

受けて今後そのあたりの団体と調整する予

定というのはあるのかどうかお聞きします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えいたします。 

  まず初めに、社会福祉協議会につきまし

ては、今後早急に、社協独自でも移転実施

も考えていかなければいけませんので、打

ち合わせをしていきたいなと思っておりま

す。ボランティアとか各種団体につきまし

ては、ボランティアの場合は事前に大まか

な説明はさせていただいております。この

ような決定を受けて、いつごろにというか、

また時期につきましては検討いたしまして、

しかるべき段階でまた周知をしていきたい

なと思っております。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  今、部長のほうから、しかるべき段階で

ということをお話いただきましたけども、

いろいろ今回のこの統合の関係で、済みま

せん、いい忘れてましたけども、付帯決議

を尊重いただいたということで、非常にこ

れは御足労をいただいたなということで敬

意を表するわけですけども、やっぱりそん

な中で、それによって非常にいろいろな団

体が不安に感じている面もあるというふう

にお聞きもしてますので、できれば早い段

階である程度その辺の運用等々を決めてい

ただいて御説明等々いただけたらなという

ふうに、そのあたりはできたら早い段階で

お願いしたいなというふうにお願いをして

おきます。 

  その中で、今後豊悠プラザの民間活力の

活用というようなところで、障害者の就労

支援というようなこともこの公募の要件に

入れてもうてると認識はしてますけども、

そのあたりについてもぜひとも障害者団体



 

 2－50 

の御意見等々、ぜひとも聞いていただきた

いなと思いますけども、そのあたりの御予

定はどのようになっておりますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えいたします。 

  今、議員おっしゃいましたように、就労

継続支援、障害者の方々の支援を実施する

ということを法人募集のときの一項目に入

れております。この決定いたしますのは７

月ごろを予定しておるんですけど、豊能町

の保健福祉総合施設再整備の事業者の選考

委員会というのをまた町内部、各種関係団

体ですね、障害者関係の団体さんも入って

もらうんですけど、その検討委員会、名称

はちょっと忘れたんですけど、委員会にお

いて選考していきたいと思っておりますの

で、よろしくお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  済みません、ちょっと再確認なんですけ

ど、今の御説明では、その選考委員会にそ

ういうような障害者団体の方も入っていた

だくという整理でよかったでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えします。 

  豊能町立保健福祉総合施設再整備及び運

営事業者選考委員会というものでございま

して、その中で、今の要綱では、委員会の

メンバーの中に障害者の代表の方２名ほど

入っていただくという予定でございます。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  ありがとうございます。ぜひともそうい

うようないろいろな方の御意見を踏まえて、

せっかく民間活力を活用するわけですから、

ある程度そういうような住民のニーズとか、

町の当然思いも含めて最大限反映するよう

に交渉いただきたいなというふうに思って

ます。 

  その中で１点、先ほどの障害者就労支援

の話もそうなんですけども、もう１点、地

域密着型の特養ということを考えられてる

ということで、基本的には豊能町の住民を

最優先にということになってるということ

でお聞きしてますけども、ぱっと考えたと

きに、当然採算ベースを見たら、いつのタ

イミングで満床にするかということが多分

キーポイントになってくると思うんです。

やっぱりその辺をしっかりと考えながら、

なかなか集まらへんから町外の方もみたい

なことになると、そのウエートというのが

大分変ってくると思いますので、非常にそ

この判断というのは難しいかなというふう

に思いますけども、逆に任せっ切りにして、

向こうの、ある程度は当然任せなあかんと

こはあると思いますけども、ここの部分に

ついてはやっぱり豊能町の方優先というこ

とになってますから、できるだけその辺を

ちょっと目を光らせていてほしいというか、

しっかりとその辺、最初の段階で論議はし

ておいてほしいなと思いますけども、その

あたりどのようにお考えでしょうか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えいたします。 

  特別養護老人ホーム、今回、地域密着型
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の介護老人福祉施設ということで、定員２

９名以下の施設を整備するわけでございま

すが、これはあくまで豊能町内の方を限定

した施設でございますので御理解いただき

たいと思います。 

  それと本町内の介護認定者で、特別養護

老人ホームが町内に２カ所ありますが、介

護認定で今特養の入所待ちの方が、ちょっ

と数値的には今、資料持ってないんですけ

ど、何１０名の方がおられますので、すぐ、

ここが少なくて経営が難しい、経営自身は

難しいんですけど、満床にすぐに近くなる、

入られるという思いではおるんですが。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  ありがとうございます。 

  多分、今の待機をされてる方考えると、

多分私が危惧しているようなことはないと

は思いますけども、十分そのあたりも含め

てしっかりチェックいただきたいなという

ことをお願いしたいなと思います。 

  それともう１点は、やはりこういうよう

な今待機している方への広報だとか、例え

ば今もう既に入られてるけども、すごく遠

方で入ってはるとかいうような方も中には

おられるかと思うんです。やっぱりその辺

の方々への、なかなか現状把握というのは

難しいかもわからないですけども、しっか

りその広報を含めてしっかりお願いしたい

なと思いますけども、これ１点だけ、こう

いうような広報は今後は町でやるようにな

るんですか。法人でやるようになるんです

か。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  上林生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上林 勲君） 

  お答えします。 

  町は行いません。法人がやるものでござ

います。 

  以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  そうですね。多分だからその辺も含めて

法人のほうとしっかりとすり合わせもしな

がら、ぜひともお願いしたいなというふう

に思います。 

  それでは次の質問に移ります。 

  最後に中学校給食についてということで、

もう先ほど高尾議員からも御質問がありま

したので、その中で再度ちょっとスケジュ

ールの確認だけなんですけども、基本的に

は先ほどの方式については今後、最終、詳

細を詰めていくということでお聞きしてま

すけども、これ平成２６年の４月から運用

をする方向ということでよかったでしょう

か。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  一応大阪府のほうに対しましては、平成

２５年度の予算で施設の改修等を行った上

で、平成２６年４月スタートということで

計画を練っていますということでお答えし

ておりますので、それに向けて今進めてい

るところでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  あと、先ほど親子方式にするかデリバリ

ー方式にするかということについては、ま

た今後検討ということでした。確かにそこ

ら辺は一長一短あるかなというふうに十分
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考えられるんですけれども、その中で生徒

のアンケートをとると、生徒は逆に今まで

の弁当のほうがいいという人数が多かった。

私自身もいろいろな子に聞くと、例えば昼

休みの時間が短なるんちゃうかとか、給食

やったらね。あと食べる量の問題等々あっ

て、逆にそういう意味で言ったらデリバリ

ー方式やったらその辺て改善されるんかな

というふうに個人的には思ったんですけど、

ただそれとは別に、例えば食の安全とか食

育の関係で、あとそういうような地産地消

の観点で豊能町取り組んでおられましたね。

なかなかそういうようなものがデリバリー

になると、豊能町のものだけを別でつくる

みたいなことは、逆にちょっとできないん

ちゃうかなと、やりにくいんちゃうかなと

いうふうに感じたんですけども、そのあた

りはどのようにお考えでしょう。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  デリバリー方式については、実は昨年既

に業者に来ていただきまして、いろいろな

安全面のことも相談させていただきました。

その際にも、例えばお米だけでもうちのも

の使えないかというような質問も投げてお

ります。業者側も、これだけこの大阪府内

で中学校の給食に当たってデリバリーがふ

えるだろうということを見込んでおりまし

て、平成２４年度になってそれに向けての

いろいろな機材も含めて考えているという

ことでしたので、うちとしては早速、業者

のほうに出向いてその辺のお話、それから

実際につくられているところの見学、それ

から場合によっては学校やＰＴＡの役員の

方にもお誘いをして試食会などもしてきた

上で決めていきたいというふうに考えてい

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  今後そういうようなデリバリー方式にす

るか親子方式にするかという検討の中で、

当然費用的なもの、今後のランニングコス

ト等々を考えたときにどっちがいいのかと

いう観点も確かにあると思います。ただ安

ければいいじゃなくて、やはりその辺のし

っかり食の安全という意味ではやっぱり考

えていただきたいなというふうに思います

し、あと、その運用開始まで約２年ですか。

ただ来年度の予算どりということでいけば

１年を切ってるということになりますけど

も、やっぱりそのあたりを保護者、生徒の

意見なりを収集したりとか、説明会とか見

学会とかをしっかりやっていただきながら、

やっぱりその食の安全、食育という観点か

らよりいいものができるようにお願いした

いなと思いますし、その中でやっぱりこう

いう子どもたちのことですし、食のことで

もありますから、やっぱり安いかどうかと

いう観点だけで、そういうことはないと思

いますけども、決めるということだけない

ように切にお願いしたいなというふうに思

います。そのあたりについて最後御答弁い

ただけますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  小川教育長。 

○教育長（小川照夫君） 

  お答えいたします。 

  今、議員が申されましたように、これ大

事なことでございますし、一度スタートし

てやめるというわけにもいきませんので、

そこのところは慎重に対応していきたいと

いうふうに思いますし、我々もできるだけ

いい形でスタートできるように進めていき
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たいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○１番（橋本謙司君） 

  この件についても、子どもは余りそうで

もないかもわからないですけど、保護者の

方はどっちかいうと非常に待ちわびている

というか、楽しみにされている方はおられ

るみたいなので、ぜひともそのあたり問題

点あろうかと思いますけれども、一つずつ

クリアしながら、ぜひとも子どもたちの成

長のためになるような給食をぜひともお願

いしたいなというふうに思いますので、そ

のことを要望して私の質問を終わらせてい

ただきます。ありがとうございました。 

○議長（福岡邦彬君） 

  関連質問ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  以上で豊民クラブの一般質問を終わりま

す。 

  以上をもって、本日の日程は全部終了い

たしました。 

  本日は、これをもって散会いたします。 

  次回は、６月１３日午前９時３０分より

会議を開きます。 

  本日は長時間、どうも御苦労さまでした。 

 

散会 午後２時４３分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

一般質問 
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